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寺 田  裕 明

長野市災害ボランティアセンター活動報告書

　令和元年東日本台風災害により、お亡くなりになられた皆様のご冥福をお

祈り申し上げますとともに、 被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　これまでの台風で比較的大きな被害を受けてこなかった長野市民にとって、

この台風では予想を超える雨量による多くの河川の越水、千曲川の決壊が起

き、流れ込む濁流と泥水に浸かった家並みの映像は、昨日までの日常風景と

はかけ離れたもので、非常に大きな衝撃でした。

　この多くの市民が予想だにしなかった広範囲に及ぶ被害状況のなか、私ど

も、長野市社会福祉協議会では、長野市との協定の下、災害発生の朝から職

員が一丸となり、災害ボランティアセンターの開設準備に追われることとな

りました。

　とはいえ、本会もこのような大規模災害への対応は未知数であり、不安を抱きながらのスタートでしたが、

運営支援にいち早く駆けつけていただきました支援プロジェクト会議＊メンバーのさくらネットの石井布紀

子様、長野県社会福祉協議会の支援職員の方々から状況に応じた適切なアドバイスをいただくことで、一気

に準備作業が進み、10月14日には本部を開設、16日にはボランティアの受入を開始することができました。

　その結果、全国各地から延べ64,000名を超えるボランティアの皆様が、長野市の被災地の支援にお越し

いただきました。秋から冬にかけての日が短い中、朝は霜が降り、氷点下にもなる過酷な環境での支援活動

を一心に続けていただき、泥だらけになり、疲労がたまりながらも「また、来ます。」と帰りがけに多くの方

からおっしゃっていただいたことは、本当にありがたく、心から感謝申し上げます。

　そして、全国から運営支援のために多くのＮＰＯ、ＮＧＯ、ボランティア団体等の皆様も駆けつけてくだ

さり、また、本会では賄いきれない部分を県内の社会福祉協議会、全国の社会福祉協議会からの応援職員の

皆様が継続的に支えていただいたことで、12月半ばまではほぼ休みなく連日、その後は新型コロナウイル

ス感染拡大により休止となる２月末までは週末を中心に、延べ78日間の活動を行うことができました。本

当に多くの皆様のご支援があって、センター運営ができましたことに御礼を申し上げます。

　本報告書では、開設から、それぞれのサテライトでの活動まで、担当職員が感じた課題も含めて災害ボラ

ンティアセンターの運営の概要をまとめました。少しでも関係する皆様の参考となれば幸いに存じます。

　最後になりましたが、本報告書にご寄稿いただきました皆様、資料をご提供いただきました皆様に感謝を

申し上げますとともに、未だ復旧、復興は道半ばですので、被災地支援のため続いております「ささえあい

活動」へのご支援と本会活動へのご支援をお願い申し上げ、刊行のあいさつといたします。

　

＊災害ボランティア活動支援プロジェクト会議：中央共同募金会に設置された企業・社会福祉協議会・ＮＰＯ・共同募金会によるネットワーク組織。
平常時には災害支援に関わる調査研究や啓発活動、災害時には多様な機関・組織、関係者などが協働・協力して被災者支援に当たる。

発刊にあたって

令和 3 年 3 月

社会福祉法人 長野市社会福祉協議会 会長
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令和 3 年 3 月

加 藤  久 雄長野市長

　令和元年10月、台風19号の通過に伴う記録的な大雨により、本市の

各所で越水や内水氾濫が発生したほか、長沼穂保地区では千曲川の堤防

が決壊したことにより、本市は過去最大級の水害に見舞われました。

　台風一過の翌朝、決壊箇所から流れ出る濁流により一帯が湖のように

なってしまった光景は、今も私たちの心に強く焼き付いています。

　そして、川の水が引いた後には、濁流に破壊され、泥だらけになった

住宅や、数十センチもの泥が堆積してしまったリンゴ畑、一面に散乱す

る災害廃棄物が残されました。

　そのような状況の中、私たちに勇気と希望をもたらしてくれたのが、

全国から集まったボランティアの皆様でした。

　本市との協定に基づき長野市社会福祉協議会に設置した「長野市災害ボランティアセンター」では、

発災直後から令和２年３月末までの長期にわたり、延べ64,000名を超えるボランティアの皆様に活動

していただき、被災された方の支援に献身的に取り組んでいただきました。

　活動当初は、被災地区が本市の北部と南部に分かれ広範に及んだほか、被災地の状況から自家用車等

によるアクセスが困難であるなど、厳しい条件が重なりましたが、長野市社会福祉協議会では、北部、

南部のそれぞれに拠点となるボランティアセンターを設置し、そこから10か所のサテライトセンター

にバスによる輸送を行うなど、被災地への円滑な輸送体制を早期に構築していただいたことにより、多

くのボランティアの皆様に被災地で活動していただくことができました。

　全国から駆けつけていただいたボランティアの皆様をはじめ、長野市社会福祉協議会のほか、関係機

関の皆様には改めて厚くお礼申し上げます。

　発災から１年が経った昨年の11月上旬、被災した千曲川沿川の12の自治体で一斉に「復興の花火」が

上がりました。

　市内でも10か所で同時に上がった花火を見上げながら、私たちは、一日も早い復興を誓うとともに、

復旧・復興に大きな「力」をいただいたボランティアの皆様への感謝の念を新たにいたしました。

　台風災害からの復興は、まだ道半ばではありますが、一歩一歩、着実に前に向かって進んでおります

ので、ボランティアの皆様にも、機会があれば復興を成し遂げつつある被災地の今の姿を是非御覧いた

だきたいと思います。

　結びに本報告書を作成された長野市社会福祉協議会の皆様や関係団体の皆様、支援をいただきました

全国各地のボランティアの皆様方の益々の御発展と御多幸をお祈り申し上げまして、挨拶とさせていた

だきます。　

ごあいさつ
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

　長野市北部の長沼、豊野、古里地区、南部の篠ノ井、松代、若穂地区を中心に、千曲川堤防の決壊や越水、その

他一級河川、普通河川、排水路、用水等の内水氾濫等による浸水被害が発生するとともに、護岸の崩落や道路の損

壊、立木倒木による停電、土砂崩落などが発生しました。

　これにより、住民の生命及び住家をはじめ、各種都市基盤（インフラ）、商工業、農業等が甚大な被害を受けました。

古里地区下駒沢・金箱

［ 被害の概況 ］

長野市の被害概況  （「長野市復興計画」から抜粋）

豊野地区豊野

長沼地区穂保

若穂地区高岡

篠ノ井地区小森 松代地区東寺尾

長野市位置図及び主な被害地区概況写真
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令和2年１月27日時点

［ 住家被害 ］  ※り災証明書交付件数

［ 浸水面積 ］

令和2年2月29日時点

長沼 豊野 古里 篠ノ井 松代 若穂 総計

全　壊 560 474 0 0 0 0 1,034
大規模半壊 78 172 35 33 35 1 354

半　壊 172 133 55 639 297 8 1,305
一部損壊 63 138 91 633 221 19 1,185

計 873 917 181 1,305 553 28 3,878

参考

床上浸水 820 857 94 688 334 7 2,801

床下浸水 53 59　 87 615 214 17 1,047

浸水以外 0 1 0 2 5 4 30

地区 浸水面積

長沼・豊野・古里 934 ha
篠ノ井 371 ha
松代 156 ha
若穂 80 ha
計 1,541 ha

死　者 2 人

重傷者 2 人

軽傷者 92 人

［ 人的被害 ］

※上記６地区以外に、三輪地区、柳原地区、芋井地区等に半壊1、一部損壊20（床上浸水1、床下浸水2、浸水以外18）あり
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

被害の別 発生数 単位 被害額
（百万円）

摘　要
（ ）のうち単位のないものは被害額：単位百万円

農業関係

計 ― ― 20,248

農作物・樹体被害 448 ha ※1 974

生産施設等 547 箇所 ※2 6,415

農地・農業用施設 1,430 箇所 ※2 12,859
排水機場（7箇所）（4,965）、
その他農業施設（281箇所）及び農地申請
数（1,142箇所）（7,894）

農業集落排水施設 0 箇所 0

林業関係

計 21 箇所 342

治山 4 箇所 ※2 190 （県事業）

林道 17 箇所 ※2 152 高岡山新田線、笹平線、妙徳線　ほか

公共土木施設

計 406 箇所 1,434

河川 58 箇所 ※2 638 高岡川、唐沢川、銅山川　ほか

砂防 0 箇所 0

道路 348 箇所 ※2 796 長沼 87 号線、豊野 229 号線、 聖川堤防線、
若穂東 455 号線　ほか

都市施設

計 39 ― 2,845

下水道 13 箇所 ※2 2,681
雨水ポンプ場（1,617）、マンホールポン
プ場（28）、松代   真空ステーション（31）、
東部浄化センター（1,003）ほか

公園 26 箇所 ※2 164 長沼公園、赤沼公園　ほか

商工業関係 476 件 ※1 71,240 商業分野311件（36,324）
工業分野165件（34,916）

学校施設 7 校 ※2 1,042 長沼小学校 (322)、豊野中学校 (537)、
東北中学校 (109)、松代中学校 (73) ほか

被　害　総　額 １１０，８９０ 百万円

［ 令和元年東日本台風に関する被害額 ］
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※1 事業者等からの聞き取りにより確認
※2 災害復旧事業に係る算出額（災害査定額、予算額、見積額、契約額、支出見込額、支出済額など）
※3 建物台帳の再調達額から算定
※4 医療機関等への聞き取り、県補助金申請書により確認
※5 「公共土木施設災害復旧事業査定方針（最終改正平成23年8月5日）建設省河川局長通知」での単位面積当たり被害額11,000円 /㎡
　　により算定

令和2年3月19日時点

被害の別 発生数 単位 被害額
（百万円）

摘　要
（ ）のうち単位のないものは被害額：単位百万円

学校以外の
公共施設等

計 28 1,350

2 施設 ※3 222 長沼支所 (22)、豊野支所 (200)

2 施設 ※2 22 豊野人権同和教育集会所 (15)、
浅野人権同和教育集会所 (7)

18 施設 ※2 844 千曲川リバーフロントスポーツガーデン (320)、
豊野体育館 (96)　ほか

1 施設 ※2 49 豊野保健センター

5 施設 ※2 213 長沼交流センター (151)、
豊野公民館 (31)　ほか

社会福祉
施設

計 12 1,137

5 施設 ※2 689
松代花の丸児童センター (15)、
長沼児童センター (120)、
長沼・豊野みなみ・西部保育園

7 施設 ※2 448 八雲日和さくら（障害者就労 継続支援
施設）、豊野老人福祉センター　ほか

医療施設 14 施設 ※4 1,716 医療機関 6 施設、薬局 8 施設

上水道 1 事業体 ※2 311 西沖浄水場 (230)、
笹平 - 山内 導水管 (55)　ほか

市営住宅 310 戸 ※2 955 美濃和田団地、沖団地、昭和団地

合　計 102,620

住宅被害 751,800 ㎡ ※5 8,270
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

　長野市社会福祉協議会では、長野市と結んだ「長野市災害ボランティアセンターの設置等に関する協定書」（以

下、「協定書」という。）に基づき、市からの要請により長野市災害ボランティアセンターを開設し、長野県社会

福祉協議会と共同して運営・活動を行った。また、長野県社会福祉協議会のほか県内市町村社会福祉協議会、関

東甲信越静ブロック・北陸ブロック社会福祉協議会及び災害ボランティア活動支援プロジェクト会議、NPO、

NGO など多くの機関・団体の支援を得て、被災者のニーズ調査や災害ボランティアの受付・登録、派遣等を実

施した。

　なお、多くのボランティアの参加が想定され、受付等に十分な広さが必要であるが、被災当初は、長沼地区等

の北部地域は水が引いていないことから、南部地域の南長野運動公園に南部災害ボランティアセンターを開設し、

篠ノ井・松代・豊野地区へのボランティア派遣を開始した。また、北部地域も、水が引き被害状況が明らかとな

り増大したボランティアニーズに対応するため、長野市柳原総合市民センター北側に北部災害ボランティアセン

ターを開設し、長沼・下駒沢地区へのボランティア派遣を開始した。

　災害ボランティアセンターの設置・運営等に係る費用は、協定書に基づき市が負担したほか、長野県共同募金

会からの支援資金や多くの方から寄せられた支援金を充てている。

日　付 内　容

10月13日（日） ⃝長野市社会福祉協議会災害救援本部設置
⃝長野市から協定書に基づく災害ボランティアセンター設置要請

10月14日（月）

⃝長野市災害ボランティアセンター本部開設
⃝被災者のニーズ確認を開始
　被災者からのニーズ受付専用ダイヤル（２回線）を設置
　【受付時間】午前８時30分～午後５時

10月15日（火） ⃝篠ノ井サテライト・松代サテライト開設

10月16日（水）
⃝南部災害ボランティアセンター開設
　【受付時間】午前９時～正午、【活動時間】午後３時30分まで
⃝軽トラックボランティア募集開始

10月18日（金）

⃝北部災害ボランティアセンター開設
⃝豊野サテライト・下駒沢サテライト・赤沼北サテライト・赤沼南サテライト
　高台避難公園サテライト・大町サテライト開設
⃝災害ボランティア団体受付開始（申込フォームによる事前受付）
⃝長野駅から北部災害ボランティアセンターへ大型バスによる送迎開始

10月23日（水） ⃝飯綱町サテライト開設

10月26日（土）
⃝りんごサテライト開設
⃝住民・ボランティア・自衛隊・行政・民間事業者等による災害廃棄物撤去協働プロジェクト
　「Operation One NAGANO」開始

10月28日（月） ⃝津野サテライト開設

12月19日（木） ⃝長野市生活支援・地域ささえあいセンター開設

3月31日（火） ⃝協定書に基づき、市との協議により長野市災害ボランティアセンターを閉鎖。
　以後の活動は、長野市ボランティアセンターが引き継ぐ。

［ 長野市災害ボランティアセンターの開設の経緯及び経過 ］

長野市災害ボランティアセンターの開設
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［ 長野市災害ボランティアセンター（本部・センター・サテライトの機能） ］

長野市災害ボランティアセンター（本部）

　被災者及び被災地中心の自立的な復興を目指すため、行政及び関係機関・団体・ＮＰＯ等の多様な組織や人と

の協働実践の形で被災者のニーズや被災地の状況にあった活動を効果的・効率的に展開。

【本部機能】

●災害ボランティアセンター及びサテライトの設置場所の決定・開設

●運営体制・運営方法・運営方針の決定

●被災者からのニーズ受付

●災害ボランティア団体受付（申込フォームによる事前受付）

●ボランティア用駐車場管理

●ボランティア用駐車場から北部災害ボランティアセンターへの送迎用バスの手配

●長野駅から北部災害ボランティアセンターへの送迎用大型バスの手配

●災害ボランティア個人登録受付

【総務機能】

情報の収集・受発信、マスコミ対応、長野市・関係機関との調整、資金・会計管理、活動資機材・備品の調達、

救援物資の受付、ボランティア・スタッフの健康管理

北部災害ボランティアセンター、南部災害ボランティアセンター

　サテライトの統括。被災地域が広範囲のため、現地の基幹センターとして古里・長沼・豊野地区を管轄する北

部災害ボランティアセンターと篠ノ井及び松代地区を管轄する南部災害ボランティアセンターを設置。主に、ボ

ランティアの受付からサテライトへの送迎を担当。

【業務内容】

●ボランティア用駐車場管理

●ボランティア送迎バスの発着管理

●ボランティアの受付・登録、ボランティアシール（名札）の配布

●ボランティア保険加入受付

●オリエンテーション（ボランティア活動の注意事項等の説明）

●グルーピング（５人一組のグループ分け、リーダーの選出）

●サテライトへのボランティアの送迎

●軽トラックボランティアの受付・配車

サテライト

　被災地域に設置した現地拠点。行政区単位で設置したが、特に被害の著しい長沼地区は区ごとに設置した。被

災者の近くにスタッフが常駐し、より多くのニーズの発掘と要望に対して迅速に対応。主に、ニーズ受付からボ

ランティアの送り出しを担当。

【業務内容】

●ニーズ受付（支援を必要としている方の要望や場所の確認）

●マッチング（要望を基にボランティアに活動先と活動内容の説明）

●活動に必要な資機材の貸与、マスク・ビニール手袋・携帯カイロ・経口補水液等の配布

●活動先へのボランティアの送り出し

●ボランティア活動報告書の受取

9



長野市災害ボランティアセンター活動報告書

長野市災害ボランティアセンター　機能図

終了 継続

ボランティア・
スタッフの健康管理

活動資機材・備品の
調達

長野市・関係機関との
調整

ボランティア団体･個人
事前受付

運営体制・方法・方針
の決定

総務機能ボランティア用駐車場・
送迎バスの手配・管理

資金・会計管理

マスコミ等の対応

情報収集・受発信

ニーズ受付

ボランティア用
物資の受付

本部機能

総務機能

軽トラボランティアの
受付・配車

サテライトへの
ボランティア送迎

ボランティア保険
加入受付

名札（ボランティアシール）の
配布

ボランティアの
受付・登録

ボランティア送迎バスの
発着管理

ボランティア用
駐車場管理

南部・北部
災害ボランティアセンター 各サテライト南部・北部
災害ボランティアセンター本　部

グルーピング

オリエンテーション

マッチング

資機材の貸与・
消耗品の配布

活動先への
送り出し

活動報告書の
受け取り

ニーズ受付
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篠ノ井地区

篠ノ井
総合市民センター

  

10/15～10/28

 篠ノ井
サテライト

松代地区

松代支所

10/15～10/28

 松代
サテライト

古里地区

下駒沢公民館

10/18～10/27

 下駒沢
サテライト

西厳寺

10/18～11/10

 大町
サテライト

赤沼区公会堂

10/18～11/17

 赤沼南
サテライト

赤沼北町集会所

10/18～11/17

 赤沼北
サテライト

豊野地区

豊野老人福祉
センター駐車場
10/18～12/15

 豊野
サテライト

飯綱町

飯綱町牟礼Ｂ＆Ｇ
海洋センター
駐車場

10/23～11/24

 飯綱町
サテライト

特別養護老人ホーム
りんごの郷駐車場

 りんご
サテライト

長沼交流センター

10/28～3/3110/26～2/15

 津野
サテライト

長沼地区

穂保高台避難公園

10/18～10/25

 高台避難公園サテライト

2/16 津野サテライトに統合

赤沼区公会堂

11/18～3/31

赤沼サテライト

柳原総合市民センター北側

10/18～1/19

北部災害ボランティアセンター

長野市ふれあい福祉センター

10/14～3/31 

長野市災害ボランティアセンター
（本部）

長野市社会福祉協議会
災害救援本部

南長野運動公園

（屋内ゲートボール場 10/16～11/27）
（野球場１塁側倉庫 11/28～1/26）

南部災害ボランティアセンター

総務班

情報受発信
資金管理
マスコミ対応
物資調達

ニーズ専用ダイヤル

被害が甚大で広範囲で被災したため、当初の想定とは異なるが、被害状況に応じて被災地の各所に多くの拠点（サテライト）を設置。
地域の協力をいただき活動することができた。

長野市災害ボランティアセンター組織図

10/29 南部災害ボランティア
センターに統合

長野市災害ボランティアセンター　組織図
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

スタッフミーティング グルーピング後の各グループの打合せ 北部方面へのシャトルバスの送迎

南部災害ボランティアセンターの開設

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月16日（水）〜令和２年1月26日（日）

◉ 開設場所
　長野市篠ノ井東福寺

　南長野運動公園　屋内ゲートボール場（10月16日〜 11月27日）

　南長野運動公園　野球場１塁側フリースペース（11月28日〜 1月26日）　

◉ 特徴
　南部災害ボランティアセンターは10月16日の屋内ゲートボール場への開設から野球場へ移転した11月28日までの

前半と、移転から1月26日の閉鎖までの後半と大きく２つに分けられる。

　前半の大きな役割としては、被災現場において駐車場が確保できない中、全国から自動車で駆け付けたボランティア

の駐車場としての機能であった。南長野運動公園の常設800台もの駐車場は指定管理者等のご協力もあり、ほぼ優先

的に使用をさせていただくことができた。また、長野インターからも近くわかりやすいという利点もあった。

　発災当初の業務としてはボランティアの受付が主であり、駆け付けていただいたボランティアをスムーズに現場に送

り出せるよう①篠ノ井・松代地区における活動希望者の受付、②北部方面での活動を希望されシャトルバスで送迎する

ための受付、③軽トラを持ち込んでの活動者の受付と3つの窓口を設けた。

　なお、②の北部方面へのシャトルバスでの送迎は、北部方面における駐車場の確保と活動者の減少に伴いゲートボー

ル場から野球場への移転を契機に終了とした。

　移転後の後半の主な業務は、篠ノ井・松代地区におけるボランティアのコーディネートが中心となった。平日の活動

者の参加が減少する中、移転に併せ活動日を週末型に移行した。当初は活動日を金曜日から月曜日としていたが、ニー

ズと活動者の参加状況を見ながら金曜日から日曜日になり閉鎖間際は土日のみの活動日となった。

また、週末型への移行に伴い適切な人材及び人数を確保するためボランティアの募集方法の変更を行った。活動内容・

活動者の要件・募集人数等の具体的な事項を前日に本会の Facebook において掲示し募集した。

　センターの閉鎖に向けては、発災直後からご協力いただき地区のことを把握している区長様方からのご意見をお聞き

するため、区長が出席する各住民自治協議会の会議に出席させていただいた。会議においてセンターの開設からの経過

と活動状況等を説明し、１月26日の閉鎖についてのご理解を頂いた。

　南部災害ボランティアセンター閉鎖後は借用資器材の一時保管場所として使用し、３月13日に借用資器材の返却に

併せて全て資器材を撤収し指定管理者へお返しした。これにより南長野運動公園での災害ボランティアセンターの活動

が全て終了した。
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篠ノ井サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月15日（火）～同月28日（月）

◉ 開設場所
　長野市篠ノ井御幣川　篠ノ井総合市民センター会議室　

◉ 特徴
　篠ノ井地区では、床上浸水688世帯、床下浸水615世帯の被害が出た。10月14日には、篠ノ井支所、篠ノ井地区住

民自治協議会・区長会と協議し、翌15日からサテライトを開設。行政支所（篠ノ井支所）が併設する総合市民センター

内に開設したため、同センター内に事務局機能があった住民自治協議会と周知やニーズ把握について連携を図ることが

運営に大きな力となった。

　具体的には、開設当初はボランティアの人数も限られたことから、効果的にニーズとマッチングするため、応急期の

ニーズ受付を住民自治協議会（区長会）経由で行うとともに、ボランティア支援が必要なニーズの優先順位（一人暮らし

高齢者世帯や障害者世帯）についても自治会で判断してもらうといったスキームを構築した。

　また、サテライト開設当初は、被災者宅の家屋の片づけの他、行政による災害ゴミの撤去についても情報が錯綜し、

地区内の「勝手置き場」からの災害廃棄物の撤去がされず家屋の片づけが進まない

といった事態が生じていたため、応急的に区とボランティアセンターにより共同

で車両（２トン車等）を確保し、ボランティアにより市指定の処理場へ搬出すると

いう支援も行った。

　サテライトが南部災害ボランティアセンターへ統合されて以降は、住民自治協

議会との連携に加え、NGO や NPO といった専門的スキルを備えた団体との連携

が新たに加わったことで、幅広い支援につながった。

サテライトホワイトボード

オリエンテーション

松代サテライト
◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月15日（火）～ 28日（月）

◉ 開設場所
　長野市松代町松代　松代地区住民自治協議会事務所（松代支所内）

◉ 特徴
　松代地区では内水氾濫・越水により床上浸水334、床下浸水214等の

住家被害が出た。本会では14日に松代支所、地区住民自治協議会（以下、

住自協）を訪問し状況を伺うとともに、現地支援拠点の設置を相談。翌15日から「松代サテライト」を開設した。

13日から片付けを始めた住民も多く、区長を中心に支え合いによる支援活動が始まっていたが、災害廃棄物の搬

出が進まず、家屋の片づけが進まない現状があった。サテライトでは軽トラックで搬出するボランティアを募集す

るとともに、区長、民生委員、地域住民等と一緒にニーズを把握し、多くのボランティアをマッチング。日頃から

住民活動が活発な地域で、住民自らコーディネーター役となり、支援が必要な世帯をサテライトにつないでもらう

とともに、地区内の事業者、学校等の社会資源も一緒になって支援活動を実施。サテライト終了後は「松代地区復

興応援実行委員会」を立ち上げ、住民主体の支援、

見守り活動等を行っている。

オリエンテーション

ボランティアへのメッセージボード 活動終了後のサテライト
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北部災害ボランティアセンターの開設

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月18日（金）〜令和２年1月19日（日）

◉ 開設場所
　長野市大字小島　長野市柳原総合市民センター敷地内北側通路

　10月20日からは、上記敷地の北側に設置したトレーラーハウスも活用し、運営した。

◉ 特徴
　北部災害ボランティアセンターは、広範囲にわたり被災した長沼・古里・豊野地区の基幹センターとして、また当初

は団体ボランティアの受け入れ拠点として設置した。

　2日前に開設した南部災害ボランティアセンターは大規模な自家用車駐車場を有していたのに対し、被災直後の北部

地域、特に被災地域に近い場所では駐車スペースのある場所に拠点を開設するのは困難であったことから、市と協議の

うえこの場所に開設をし、当初は主に8名以上の団体と長野駅から送迎バス・長野電鉄により来訪するボランティアの

受付を行った。（長野駅からの送迎バスは11月7日まで）

　南部と比較して被害の規模が大きかったため、南部災害ボランティアセンターで受け付けたボランティアを大型バス

で北部地域のサテライトへ送迎するルートも設定した。

　業務としてはボランティアの受付やオリエンテーション、グルーピングに加え、事前登録した団体ボランティアの受

付と振り分けを行った。また長野市柳原支所の協力もあり、総合市民センター内の会議室で古里・長沼のサテライト担

当者も含めたミーティングを夕方に行い、情報共有や課題解決のための場とした。

　開設から1週間を経過したあたりからは、近隣の企業・団体や学校の協力により駐車場を確保できるようになったこ

とと、マイクロバスが多数確保できたことから、自家用車で来訪したボランティアを「近隣駐車場⇔北部災害ボランティ

アセンター⇔各サテライト」というルートでマイクロバスにより送迎する方法をとるようになった。

　10月20日からは敷地北側に設置したトレーラーハウスにパソコンやプリンタなどの機材を置いたことにより、団体

受付などの管理業務が円滑になったほか、個人情報の記載された機密書類、パソコン等通信機器等の保管の面でも効率

性・安全性が強化された。

　朝のミーティングでは各サテライトの責任者等も集まり、「被災者の気持ちに寄り添って活動ができること」「ボラン

ティアもやりがいを感じて帰ってもらう」など、おもてなしの気持ちをもって業務にあたるよう心掛けた。

　年が明けてからはボランティアの数も落ち着き、各サテライトでも駐車スペースが確保できる体制となっていったた

め、1月19日をもって北部災害ボランティアセンターの機能を終了した。

朝のスタッフミーティング

ボランティアに対し、活動上の注意点を説明 受付を済ませ、サテライトへ向かうバスへ乗車

朝の受付時
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豊野サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月18日（金）～ 12月15日（日）

◉ 開設場所
　長野市豊野町豊野　豊野老人福祉センター駐車場　

◉ 特徴
　豊野地区で最も被害の大きかった豊野区は、国道18号と豊野駅の間に位置し、世帯数1,357世帯の内、800世帯が

被災した。他、浅野区・石区も合わせて100世帯程が被災した。サテライト開設当初より、豊野地域の他区からの支

援や被災者の会社の同僚や知人等の支援が入っていたことから、そこにボランティアによる支援を組み合わせることで

円滑な支援を試みた。また、サテライト設置場所の選定や各組長から優先的に入る必要のある被災者の聞き取りの依頼

等、様々な面において住民自治協議会、区長会の協力を得ることができたことが運営面において非常に大きな力となっ

た。特に、元々地域で顔の見える関係を築いている住民自治協議会事務局の職員に運営に関わってもらったことで、地

区内で被災していない地元の協力者と被災者とのマッチングが容易になり、消防団等地元の既存団体による軽トラでの

被災ゴミの運搬等について非常に大きな協力が得られた。この点では、応急期段階で課題であった土嚢処理について、

行政（豊野支所、東部土木事務所）と軽トラボランティアの役割の調整を行うこと

ができたことも大きかった。

　他には、（社福）賛育会が独自に行った訪問活動や、NPO 法人レスキューストッ

クヤードが行った炊き出し活動で把握したニーズ等との情報共有を図ったこと、

サテライト閉鎖後に、住民自治協議会や（社福）賛育会を中心とした被災者支援・

寄合の拠点「まちの縁側ぬくぬく亭」の立上げ・運営フォローを行ったことが特徴

として挙げられる。

活動先への送り出し

軽トラボラと活動先のマッチング

サテライトの活動風景

下駒沢サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月18日（金）～ 27日（日）

◉ 開設場所
　長野市下駒沢　下駒沢公民館内

◉ 特徴
　下駒沢区は全域で大規模な被害が発生した長沼地区の西側に隣接し、千

曲川決壊による浸水域の西端に位置している。区内には長野県障がい者福

祉センター「サンアップル」が位置し、そこから南側に広がるエリアでの浸水被害が大きかった。

　サテライトの開設にあたっては、区長はじめ自治会役員の方々のご理解やご協力のもとスムーズな立ち上げが出来た。

被災世帯が区内で限定的であったことや、日頃からの住民同士のつながりが強固であったため、自治会として世帯状況

の把握が迅速に行われていた。また、応援の社会福祉協議会や団体による各

世帯への丁寧なアセスメントも行われ、ボランティアのマッチング等を円滑

に実施することが出来た。

　拠点となった公民館では被災者向けに寄付物品の頒布やサロン等の交流の

機会を設け、ニーズ把握だけでなく「ホッとひと息」出来る場づくり等、きめ

細やかな支援を行うよう努めた。

ボランティア活動先への移動

オリエンテーション
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

赤沼北サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月18日（金）～ 11月17日（日）

　11月18日（月）から赤沼南サテライトに統合

◉ 開設場所
　長野市大字赤沼　赤沼区北町集会所及び周辺

◉ 特徴
　国道18号線と浅川に挟まれ、豊野地区に隣接して比較的新しい住宅地が密集する赤沼北町自治会の住民に対する支

援を行った。受付時などに住民の迷惑にならないよう比較的広い三角地帯の空き地に簡易テントなどを設置し、近隣住

民から水道を使わせていただくなどのご協力をいただきながらボランティアの受け入れやマッチングを行った。

　自治会長とも相談・連携して地域内にある公園を一時的な廃棄物集積場とするなど、復旧活動を円滑に行えるように

したほか、応援の社会福祉協議会や団体の協力により定期的に各戸をまわり、ニーズ把握やアセスメントに努めた。

　また、住民集会にも参加させていただき、今後もこの場所に残って暮らすことができるよう、住民とともに知恵を出

しあい協議した。

ニーズ調整のため被災者に電話

赤沼南サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月18日（金）～令和2年3月31日（火）

　11月18日（月）赤沼北サテライトを統合

◉ 開設場所
　長野市大字赤沼　赤沼区公会堂内

◉ 特徴
　長沼地区赤沼区は堤防が決壊した穂保区の北に位置する。地域の範囲が

広いため当初は国道18号線を境に北と南にそれぞれサテライトを設置し、被災者の支援を行った。

　約300世帯ある赤沼南エリアにおいては当時の副区長の協力のもと住民台帳のデータを提供いただき、戸別に訪問

等を行うことにより被災状況の確認やニーズ調査を行い、泥出しや被災家財の搬出など必要な支援につなげた。また区

内にある赤沼公園が災害廃棄物の仮置き場となる期間があったため、軽トラボランティアを活用し効率的に災害廃棄物

の処分作業を行うことができた。

　拠点となった赤沼区公会堂の２階は住民向けの交流スペースとして支援物資の配布やボランティアグループによる炊

き出しなどが行われたほか、住民集会などの機会を利用して各戸の状況調査を行い、よりきめ細やかな支援ができるよ

う努めた。

サテライトの活動風景

オリエンテーション

オリエンテーション 地区役員とも連携して情報共有

サテライトの活動風景

16



津野サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月28日（月）～令和2年3月31日（火）

◉ 開設場所
　長野市大字穂保　長沼交流センター

◉ 特徴
　長沼地区津野区は千曲川決壊箇所近くの地域で、全域が全壊の家屋被害

となった。水が引かず、車両の乗入れも困難で、ボランティア活動が進まなかったが、重機ボランティア等の協力によ

り被災から２週間後の28日に決壊箇所間近に「津野サテライト」を開設。家屋、敷地等に流出した災害廃棄物、泥の量

が膨大で、住民の切実な声を受けて、区を３つのエリアに分け、県内の社会福祉協議会、長野大学の学生等と一緒に毎

日隈なく区内を回り、ニーズを伺いながら、１日最大800人を超える多くのボランティアを支援活動につなげた。被

害状況により一般ボランティアでは難しいニーズも、重機などを使用する技術系ボランティア・団体につなげて対応。

また、看護ボランティアの協力で、重作業によりけがや体調不良になった住民、ボランティアをケア。住民・ボランティ

ア向けのサロン、炊き出しも行った。地域、NPO・NGO 等の支援団体との連携・協働型で支援活動を展開した。

オリエンテーション

りんごサテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月26日（土）～令和2年2月16日（日）

◉ 開設場所
　長野市大字穂保　特別養護老人ホーム りんごの郷

◉ 特徴
　長沼地区穂保区は千曲川堤防決壊箇所となった地域。泥が多く、道路の陥

没などから車両の乗入れも困難であったため、初めは国道を挟んだ高台避難

公園に拠点を整備し津野、穂保両区を支援。その後重機ボランティアの協力により10月26日にりんごの郷に拠点を移

し「りんごサテライト」を開設。穂保区内の５常会長の協力のもと、常会毎に現地の調整役をおき、ボランティアの調

整を行った。

　常会長によるボランティアの采配は大きく、声を挙げられないお宅にもボランティアを投入、支援につなげることが

できた。当サテライトには大型の駐車場を備えられたため、団体で来たボランティアの調整をすることが多くあった。

11月３日には当サテライトだけで1,400名を超えるボランティアの受入を行った。一般ボランティアの調整の他、当

サテライトでは軽トラボランティアの受付

を行い、北部全域の調整を行った。

朝の受付時

サテライトの活動風景 サテライトの活動風景

休憩の風景

朝の受付時
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◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月18日（金）～ 11月10日（日）

◉ 開設場所
　長野市大町　西厳寺境内

◉ 特徴
　大町区は長沼地区の一番南に位置し、千曲川決壊地点よりも上流域であっ

たことから、浸水は比較的浅かったものの、ほとんどの世帯で床上もしくは

床下浸水の被害が発生。

　拠点となった西厳寺は古くから地域住民に親しまれており、区長はじめ自

治会関係者のご協力もあり、境内の一角にサテライトを開設した。

　県内応援社会福祉協議会のスタッフによる各世帯への丁寧なニーズ把握に

より、ボランティアのマッチングを的確に行うとともに、サテライトでの炊

き出しを積極的に行うなど、復旧・復興に向けた被災者へのきめ細やかな支

援を行った。

　下流域と比較して復旧作業も比較的早い段階で収束したこともあり、区長

や民生委員、本会との連携により西厳寺境内でのサロンを実施する等、今後

の生活支援に向けた動きをいち早く作っていくことが出来た。

大町サテライト

サテライトでの炊き出し

区長あいさつ

飯綱町サテライト

◉ 開設日（開設時期）
　令和元年10月23日（木）～ 11月24日（日）

◉ 開設場所
　飯綱町大字牟礼　飯綱町牟礼Ｂ＆Ｇ海洋センター

◉ 特徴
　飯綱町社会福祉協議会では、隣接する長野市への積極的な支援を行うこととし、南部災害ボランティアセンターへの

職員の応援、マイクロバスによる豊野サテライトへのボランティアの移送及び豊野サテライトの応援に取組みました。

　飯綱町サテライト開設の経過は、南部災害ボランティアセンターの受付から豊野サテライトに到着するまで時間がか

かるため、ボランティアから「現地での活動時間が短い」という意見をいただき、そこで、隣接する地の利を生かし飯

綱町から豊野サテライトに直接移送することが最善ではないかと考えました。直ちに、飯綱町役場に相談し場所と職員

の手配ができました。同じく、信濃町社会福祉協議会が信濃町役場の応援調整を行い、飯綱町の社会福祉法人林檎の里

の協力もいただけることになり独自の支援体制が整ったところで、長野市社会福祉協議会に提案し飯綱町サテライトが

設置されることになりました。

　開設に向けた運営会議を経て、飯綱町サテライトが開設。地の利により、ボランティアの受付から豊野サテライト到

着までの所要時間は30分程で、待ち時間が少なくボランティアの皆さんから好評でした。

　運営では、現地で復興活動に参加できないボランティア連絡会の皆さんが受付を担ってくださいました。また、活動

を終えたボランティアの皆さんに、消費者の会の方々が炊出し、町民の方からは沢山のりんごをさしいれてくださり多

くの皆さんに支えていただきました。

　飯綱町サテライトは、当初の目的の達成だけでなく、行政、福祉関係者、町内のボランティアが連携することができ

たことは今後の事業推進において大きな財産となりました。

ボランティア受付

ボランテイア受付数 サテライト運営スタッフ 軽トラック台数 マイクロバス台数

1,120 人 278 名 75 台 68 台

飯綱町サテライト活動状況

オリエンテーション
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　発災直後から、災害ボランティア活動の必要性が大幅に高まり、災害ボランティアセンターが10月14日（月）に

開設し、同日からニーズの受付が始まった。

　また、ボランティア参加受付は、多数の人数が来ることが予想されたため、ある程度の広さが確保できる場所で

なくては受付等が困難であること、及び長沼等北部の地域はまだ水が引かなく対応できないため、南長野運動公園

に「災害ボランティアセンター（のちに南部災害ボランティアセンター）」を開設。10月16日（水）9時から12時

に受付をし、篠ノ井・松代地区へのボランティア派遣を開始した。

　篠ノ井・松代地区への輸送は、南部災害ボランティアセンターから篠ノ井と松代の各サテライトとなる篠ノ井総

合市民センターと松代支所へ参加ボランティアの車両に乗り合わせで行き、それぞれの支所からは車両及び徒歩に

より被災者宅へ移動した。

　北部地域についても、水が引き、被害状況が明らかになるにつれ、ボランティアのニーズが増大したため、ボラ

ンティア派遣の拠点として、柳原総合市民センター北側に「北部災害ボランティアセンター」を10月18日（金）に

開設し、ボランティア派遣を開始。なお、被災現場が広範にわたるため、長沼及び豊野にサテライトを設置した。

　被災者宅周辺は、道が狭かったり、被災による通行止め等により移動が困難であり、大勢のボランティア希望者

が長野市に来てボランティア活動をするのには、その動きを十分コントロールする必要があった。

　ボランティア活動希望者の活動までの動きは、自宅→受付→現場サテライト→被災者宅となる。

　受付場所としては、南長野運動公園の「南部災害ボランティアセンター」と柳原総合市民センター北側の「北部災

害ボランティアセンター」の２か所とした。そこから、各サテライトへ向かい、その後、各被災者宅へ移動するこ

とを基本とした。

　２か所の受付場所へは、ボランティア希望者が各自で来るが、自家用車で来るボランティア希望者と、公共交通

機関を利用してくるボランティア希望者がいるため、そのコントロールも必要であった。

　自家用車で来るボランティア希望者には駐車場が必要であるが、特に受付場所となる北部災害ボランティアセン

ター近くの大規模な駐車場は災害救助や被災者のために活用されているため、ある程度離れたところしかなく確保

が困難であったが、いくつか確保することができ、駐車場から受付場所へは借り上げバス（大型・マイクロ）で送

迎することで対応した。

　また、公共交通機関利用のボランティア希望者の受付場所までの輸送は、最寄り駅から受付場所までは、借り上

げバス（大型・マイクロ）で対応した。

　受付後、被災者宅までは、最寄りのサテライトまで輸送し、そこから被災者宅までは徒歩での移動となった。サ

テライトまでは組織的に移動させるための輸送が必要であり、それには、借り上げバス（大型・マイクロ）を駆使

して行った。

　活動終了後は、往路とは逆に帰ることとした。

［ ボランティア輸送の概要 ］

ボランティア輸送の形態と推移
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Ⅱ
Ⅳ

Ⅰ

Ⅲ

❶
❸

6
7
8
9

自家用車自家用車

バス

バス
バス

バス

バス
バス

4

5

10

1

2 3

長野駅

徒歩

バス柳原駅
❷

● 期間

　令和元年10月18日（金）～令和２年１月13日（月）　61日間

● 台数（運行日に手配したバスの台数）

　大型：323台、マイクロ：480台　 計803台

［ボランティア輸送バスの運行 ］

　長野市、大町市、信濃町、飯綱町、池田町、松川村、山形村、朝日村、麻績村、生坂村、筑北村、

　県総合教育センター、　県農業大学校、犀北館、長野市開発公社、ドリームモータースクール昭和

　そのほか、マイクロバスのレンタカーを運転手を雇って運行した。

［バスの提供 ］　（運転手の派遣も含む）

5豊野サテライト

Ⅰ 南長野運動公園駐車場

Ⅱ 運動公園東駐車場

Ⅲ 富士通駐車場

Ⅳ 真如苑駐車場

❶ JR 長野駅

Ⅴ 市民病院

4北部災害ボランティアセンター

10飯綱町サテライト

6赤沼北サテライト

8津野サテライト

7赤沼南サテライト

9大町サテライト

1南部災害ボランティアセンター

2篠ノ井サテライト

3松代サテライト

❸長野電鉄柳原駅

❷長野電鉄長野駅

Ⅵ 日大グランド

P

P

P P

P

P

臨時駐車場
Ⅰ 南長野運動公園駐車場
　 500台　10/16（水）～ 1/26（日）
Ⅱ 運動公園東駐車場
　 150台　10/28（月）～ 1/13（月）
Ⅲ 富士通駐車場（土日祝限定）
　 300台　10/26（土）～ 12/22（日）
Ⅳ 真如苑駐車場　200台
Ⅴ 市民病院（土日祝限定） 富士通及び運動公園
　 東駐車場がいっぱいになったら使用
Ⅵ 日大グランド（土日限定）70台
　 団体登録のボラの駐車場として利用

ボランティア輸送　経路図

北部災害ボランティアセンターからの送迎バス
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ボランティア輸送の形態と推移

出　発 到　着 手　段 台　数

1 南部災害ボランティアセンター
　（Ⅰ臨時駐車場）

2　篠ノ井サテライト 自家用車（乗り合わせ）

3　松代サテライト 自家用車（乗り合わせ）

4　北部災害ボランティアセンター 大型バス 202 台
5　豊野サテライト 大型バス 38 台
6　7　8　9
長沼地区サテライト

大型バス
マイクロバス

4 北部災害ボランティアセンター
6　7　8　9
長沼地区サテライト

大型バス
マイクロバス

429 台

Ⅱ　Ⅲ　Ⅳ　臨時駐車場 4　北部災害ボランティアセンター
大型バス
マイクロバス

❶長野駅 4　北部災害ボランティアセンター
大型バス
マイクロバス

66 台

❷長野電鉄長野駅
4　北部災害ボランティアセンター

（❸長野電鉄柳原駅経由）
❷～❸無料往復乗車券交付
❸～4徒歩またはマイクロバス

2,226 枚

　　飯綱町サテライト 5　豊野サテライト マイクロバス 68 台

計 803 台
※バスの数は当日に調達した台数で、同じ日に同ルートを複数回運行したこともあった。

１ 被災地域が広範囲にわたる場合、災害ボランティア希望者の受付場所をどこにするか、何か所にするかを検　 

討しておく必要がある。

２ 自家用車で来る人数が多いので、活動中の駐車場が必要である。

３ 被災者宅と災害ボランティアセンター（受付場所）との輸送ルート及び乗降場所の確保が必要である。

４ 自家用車利用のボランティアが一番最初に来る場所として、駐車場の誘導を十分行う必要がある。

５ 公共交通機関利用のボランティアの最寄駅等から受付場所までの誘導を十分行う必要がある。

　当初は長野駅まで公共交通機関を使用して来ていただいたボランティア希望者をバスを使って北部災害ボラン

ティアセンターへ輸送していたが、経費やスタッフの軽減のため長野電鉄の長野駅⇆柳原駅間の無料往復チケット

を配布し、柳原駅まで来ていただき、柳原駅⇆北部災害ボランティアセンター間は徒歩またはマイクロバスで送迎。

● 実施期間

　令和元年11月８日（金）～令和２年１月13日（月） 　44日間

● 配布枚数

　11月：1,457枚　12月：666枚　１月：103枚　計2,226枚

　（平日150枚まで　休日300枚まで）

［ 長野電鉄の無料チケット ］

［ ボランティア輸送の課題 ］

運動公園東駐車場送迎バス 豊野サテライトから飯綱町サテライトへ長野駅ボランティア送迎バス

長野電鉄無料切符受付

10
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

　災害ボランティアセンター開設

に伴い、本会公式ホームページで

災害ボランティア情報の掲載を開

始した。現地で必要としている支

援を適時反映するフェイスブック

の補完的な役割を担い、ホームペー

ジのお知らせ欄で災害ボランティ

アの日程や活動の有無等の情報をフェイスブックに併せて発信するとともに、ホームページに特設ページを設けて災害

ボランティアに参加する方がスムーズに集合場所へ訪れることができるよう、集合時間や場所、集合方法等をまとめて

掲載した。

　また、本会ホームページで足りなかった情報については、長野県社会福祉協議会が開設した県内各市町村の情報を網

羅した長野県災害ボランティア情報特設サイトと連携しながら情報を発信した。

掲示板

［ ホームページ ］

情報発信について

　情報発信をより迅速かつ広く

発信していくためにフェイス

ブックを活用した情報発信を

行った。当初は、本会公式フェ

イスブックで、ホームページと

同様の内容の掲載を開始した。

しかし、公式フェイスブックで

は、組織全体の情報を掲載することから、災害以外の情報と混在してしまう問題が生じた。そこで、災害関連に特化し

た長野市災害ボランティアセンター専用のフェイスブックを開設し、災害関連情報を本ページに集中させ発信した。

　災害ボランティアセンター開設時から、日々のボランティア活動報告を発信し、また、活動を通じてのエピソード等

を随所に掲載し、全国から参加いただいた皆様の活動に対する感謝の気持ちが伝わるよう努めた。

　生活道路の移動において軽トラックの重要性が増してきたことから、集中的な募集を行った。募集にあたっては、よ

り活動がわかりやすいよう動画投稿による形式と数字を踏まえて行ったことから、全国から多くの軽トラボランティア

の皆様に活動いただくことができた。

［ フェイスブック ］

　災害ボランティアセンターからの案内

だけではなく、ボランティアの皆様が持

ち寄ってくださったチラシを各サテライ

トで掲示したり、直接配布したりする等、

紙媒体も有効な情報発信となった。

［ 紙媒体 ］

　一括して情報を得ることができるアプリケーションを活用し、情報の一元化を図った。また、情報が拡散しやすく

するために、QR コードを添付することも役立った。

　長野市が開発した「長野市2019台風被災者支援アプリ」にも、災害ボランティアの情報を掲載していただき、支援

を求める方も支援をしたい方も情報を得る選択肢が増えた。

［ 情報アプリ ］
チラシ
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　 開設日数
ボランティア活動者数 計④

＝①+②+③篠ノ井
松代① 豊野② 長沼

 古里③

10月 14 4,874 2,763 8,420 16,057

11月 29 1,584 1,819 34,325 37,728

12月 17 360 212 7,947 8,519

１月 8 112 0 1,431 1,543

２月 9 34 0 789 823

３月 1 0 0 35 35

計 78 日 6,964 人 4,794 人 52,947 人 64,705 人

ボランティアの活動状況

１　ボランティア活動の推移

　（１）発災から11月末まで

　　　発災から11月末までの間は、原則として毎日ボランティア活動を実施した（悪天候、年末年始等を除く）。

　（２）12月

　　　運営体制を見直し、長野市南部災害ボランティアセンターの活動を週末型に変更した。

　（３）１月から３月末まで

　　　発災から約３ヶ月が過ぎる頃から、毎日から週末活動に移行した。また、１月中旬以降はボランティアを

登録型に切り替え、事前に活動内容をメールで発信し、希望したボランティアに活動していただいた（登録者

1,337人）。長沼地区では２月末まで活動したが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、ボラ

ンティア活動を中止した。

　　　３月は一日のみ活動。災害廃棄物の仮置場の移転間際に災害廃棄物の搬出ニーズが集中したため、長野市内

のボランティアに限り活動した。

　（４）４月１日から現在

　　　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から５月末まで活動を休止。６月からは災害ボランティアセンター

に代わり通常のボランティアセンターが引き継ぎ活動を継続している。

２　コロナ禍での活動

　コロナ禍により、運営方法の見直しを図る。ボランティアの受付は電子メールで登録した長野市内在住のボラン

ティアに限り、活動日、活動内容及び必要人数をメールで周知し、登録したボランティアが申し込みを行う方法に

変更した。

　ボランティアセンターに業務を引き継いでから、ボランティア登録者　249名、活動日数18日、延べ174名の

ボランティアに、のべ45件のニーズに活動していただいた（令和3年1月31日現在）。

［ ボランティアの活動 概況 ］

ボランティア活動件数 計⑧
＝⑤+⑥+⑦篠ノ井

松代⑤ 豊野⑥ 長沼
 古里⑦

454 566 796 1,816

231 510 2,636 3,377

50 24 766 840

10 0 178 188

3 0 128 131

0 0 10 10

748 件 1,100 件 4,514 件 6,362 件

［ ボランティア活動者数とボランティア活動件数 ］
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

ボランティア活動者数

月　日 曜日
篠ノ井
松代① 豊野② 長沼

古里③
計④＝

①+②+③
10月16日 水 230 ー ー 230
10月17日 木 583 22 ー 605
10月18日 金 455 158 105 718
10月19日 土 559 325 508 1,392
10月20日 日 1,207 494 1,378 3,079
10月21日 月 697 300 712 1,709
10月22日 火 ー ー ー ー
10月23日 水 257 301 420 978
10月24日 木 167 192 471 830
10月25日 金 ー ー ー ー
10月26日 土 201 274 1,369 1,844
10月27日 日 249 282 1,268 1,799
10月28日 月 ー 107 647 754
10月29日 火 50 69 387 506
10月30日 水 126 109 635 870
10月31日 木 93 130 520 743
11月  1日 金 114 120 603 837
11月  2日 土 174 167 1,959 2,300
11月  3日 日 185 175 3,218 3,578
11月  4日 月 130 128 2,136 2,394
11月  5日 火 63 80 776 919
11月  6日 水 50 93 786 929
11月  7日 木 92 70 725 887
11月  8日 金 24 39 899 962
11月   9日 土 70 117 2,287 2,474
11月10日 日 70 102 1,703 1,875
11月11日 月 20 20 695 735
11月12日 火 21 42 906 969
11月13日 水 35 44 1,123 1,202
11月14日 木 ー ー ー ー
11月15日 金 7 35 1,359 1,401
11月16日 土 94 57 2,168 2,319
11月17日 日 92 86 1,673 1,851
11月18日 月 9 31 701 741
11月19日 火 24 37 706 767
11月20日 水 26 18 864 908
11月21日 木 11 23 853 887
11月22日 金 6 52 815 873
11月23日 土 88 114 1,844 2,046
11月24日 日 69 139 1,312 1,520
11月25日 月 15 ー 439 454
11月26日 火 2 ー 566 568
11月27日 水 ー ー 749 749
11月28日 木 ー ー 580 580

ボランティア活動件数
備考篠ノ井

松代⑤ 豊野⑥ 長沼
古里⑦

計⑧＝
⑤+⑥+⑦

21 ー ー 21

発災から11月末まで、毎日
ボランティア活動を実施した

（悪天候等を除く）。

長野市南部災害ボランティ
アセンター、長野市北部災
害ボランティアセンターで、
主にニーズ受付からボラン
ティアの送り出しを行った。

10月22日（火）、10月25日（金）
は雨天のため休止

なお、10月、11月上旬のボ
ランティア活動は、エリア
マッチングの形態で実施し
た個所が多く、実際の活動
件数の集計が困難な日もあ
るため、集計されていない
件数もある。

11月14日（木）運営体制見直
しのため休止

47 ー ー 47
38 7 4 49
50 5 76 131
52 135 118 305
59 71 116 246
ー ー ー
51 40 35 126
39 46 75 160
ー ー ー
25 53 37 115
27 63 90 180
ー 42 102 144
12 17 40 69
14 39 63 116
19 48 40 107
16 38 68 122
21 51 66 138
21 6 159 186
17 43 117 177
11 41 69 121
8 31 65 104

10 13 72 95
6 14 90 110

10 52 147 209
7 28 198 233
7 28 99 134
8 2 119 129
3 22 115 140

ー ー ー ー
7 5 63 75

12 46 158 216
13 36 138 187
2 9 80 91
6 5 75 86
7 2 77 86
7 7 39 53
2 5 66 73
9 6 123 138
7 14 104 125
3 ー 38 41
1 ー 57 58

ー ー 37 37
ー ー 55 55

［ ボランティア活動者数とボランティア活動件数の推移 ］
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ボランティア活動者数

月　日 曜日
篠ノ井
松代① 豊野② 長沼

古里③
計④＝

①+②+③
11月29日 金 19 ー 558 577
11月30日 土 74 30 1,322 1,426
12月  1日 日 78 22 858 958
12月  2日 月 ー ー ー ー
12月  3日 火 ー 14 331 345
12月  4日 水 ー ー 325 325
12月  5日 木 ー ー 291 291
12月  6日 金 6 ー 375 381
12月  7日 土 64 53 580 697
12月  8日 日 69 50 632 751
12月  9日 月 9 ー 324 333
12月10日 火 ー ー 351 351
12月11日 水 ー 8 356 364
12月12日 木 ー ー 327 327
12月13日 金 14 9 273 296
12月14日 土 54 16 1,121 1,191
12月15日 日 16 40 50 106
12月20日 金 6 378 384
12月21日 土 20 767 787
12月22日 日 24 608 632
1月10日 金 ー 131 131
1月11日 土 ー 365 365
1月12日 日 28 342 370
1月13日 月 13 216 229
1月18日 土 6 4 10
1月19日 日 20 159 179
1月25日 土 20 112 132
1月26日 日 25 102 127
2月１日 土 12 149 161
2月 2日 日 22 ー 22
2月 8日 土 107 107
2月 9日 日 114 114
2月15日 土 82 82
2月16日 日 56 56
2月22日 土 95 95
2月23日 日 102 102
2月24日 月 84 84
3月21日 土 35 35

計 　 6,964人 4,794人 52,947人 64,705人

ボランティア活動件数
備考篠ノ井

松代⑤ 豊野⑥ 長沼
古里⑦

計⑧＝
⑤+⑥+⑦

5 ー 48 53
5 6 94 105
7 2 81 90 運営体制を見直し、長野市

南部災害ボランティアセン
ターを週末型活動に変更す
る。

12月2日（月）雨天のため休
止

ー ー ー ー
ー 2 41 43
ー ー 36 36
ー ー 29 29
5 ー 41 46
5 5 59 69
7 5 74 86
2 ー 33 35

ー ー 46 46
ー 1 41 42
ー ー 39 39
5 1 35 41
9 4 72 85
2 4 ー 6
4 34 38

毎日の活動から週末型活動
に変更

ボランティア活動者を登録
型に変更。1月13日までに
登録したボランティアに対
して週末の活動を依頼

2月29日の活動から新型コ
ロナウイルス感染拡大防止
のため中止

1 58 59
3 47 50

ー 14 14
ー 40 40
2 38 40
1 29 30
1 1 2
2 19 21
2 18 20
2 19 21
1 15 16
2 ー 2

14 14
19 19
14 14
14 14
16 16
21 21
15 15
10 10 市内在住のボランティアで

緊急対応748件 1,100件 4,514件 6,362件
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

復興への支援

　3,800以上の世帯が住家の被害によりり災証明書の交付を受け、浸水した自宅２階等での生活や、自宅に住め

ず親族宅や仮設住宅等での生活を余儀なくされた。

［ 長野市生活支援・地域ささえあいセンター ］

　市内４か所に建設された仮設住宅（115戸提供）や借上型仮設住宅（アパートや民間賃貸住宅）、公営住宅に約

800世帯が入居、その範囲は市内外に及んだ。

　被災前と大きく異なる環境の中で、被災された方々が安心して日常生活を営むことができるよう、孤立防止等の

ための見守りや、日常生活や再建に向けた相談に応じて必要な支援へつなぐこと等を目的に、本会では長野市から

委託を受けて令和元年12月に「長野市生活支援・地域ささえあいセンター」を開設した。

応急仮設住宅等入居世帯状況

建設型 借上型 公営住宅 計

入居世帯数 78 541 172 791

上松東団地建設型仮設住宅 若槻団地運動広場建設型仮設住宅

昭和の森公園建設型仮設住宅 駒沢新町第２団地建設型仮設住宅

（令和元年12月27日時点）
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　センターでは民生委員児童委員経験者、ケアマネージャー、社会福祉士、精神保健福祉士、作業療法士、災害ボ

ランティア経験者等を生活支援相談員として配置。生活支援相談員が被災者を戸別訪問し、一人ひとりに寄り添い

ながら、見守り・相談支援を行うとともに、住み慣れない地域で孤立しないようサロン活動等を通じて交流・つな

がりづくりを行っている。

　被災体験や慣れない生活でのストレスにより心身の不調が現れる、近くに知り合いがおらず誰とも話をしない、

地域の情報が入らないなど、被災者は様々な生活課題を抱えている。また、住宅の再建が終わり自宅に戻る方や新

たな場所で生活を始める方がいる一方で、再建が進まない、再建方針が決まらない方も少なくない。被災者向けの

災害公営住宅も令和３年10月の完成予定など、慣れない環境での生活が続いている。センターでは、被災された

方に寄り添いながら、地域、関係機関と連携・協働して見守り・相談支援や、情報を届けるとともに、それぞれの

地域で被災者が安心した生活を送れるようサロン活動等を通じてつながりづくりを行っている。また、被災地域と

も連携・協働して、コミュニティの復興に向けた支援を行っている。

　

訪問活動の様子 復興かわらばん建設型仮設住宅でのサロン活動

長野市生活支援・地域ささえあいセンター イメージ
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

長野市との連携

　災害ボランティアセンターは、長野市との協定に基づき、10月13日の市からの設置要請を受け、10月14日に

ふれあい福祉センターに本部を開設。ボランティアニーズの受付を開始し、支援活動をスタートした。

　以後、令和元年度末のセンター閉鎖まで、様々な場面で市の各課と連携を図り運営してきた。

　センター及びサテライトの設置にあたっては、地域活動支援課（篠ノ井支所、松代支所）、高齢者活躍支援課、スポー

ツ課、家庭・地域学びの課の協力を得た。特に、南部災害ボランティアセンターの設置、運営に当たっては、大会

等イベントとの調整など、スポーツ課及び施設管理者に柔軟な対応をしていただいた。

　北部災害ボランティアセンターの運営では、柳原交流センターの全面的な協力をいただいた。

◉ 課題

　ボランティアの駐車場の確保のために一定規模以上の施設が必要であり、予め、市によるセンター設置場所の選

定が必要である。

　センター及びサテライトの設置数が多く、本会他応援の社会福祉協議会の職員、支援のボランティア等だけでは

運営スタッフが不足したため、福祉政策課に市職員の応援を要請し、繁忙期の週末に派遣いただいた。

◉ 課題

　大規模で、長期間のセンター運営に際しては、継続的な支援が必要である。

　環境保全温暖化対策課及び廃棄物対策課と協議し、ボランティアが廃棄物及び土砂を仮置き場へ搬入する場合に

は、ボランティアシールを確認することで了解いただくなど、柔軟な対応をしていただいた。

　宅内の土砂については、道路脇への搬出や、宅内にまとめることで、建設部による回収をしていただいた。

　長沼地区、豊野地区の災害廃棄物については、ボランティア、自衛隊、行政が一体となって取り組む「Operation：

ＯｎｅＮＡＧＡＮＯ」によって効率的に仮置き場への搬出が行われた。

◉ 課題

　仮置き場での廃棄物等の荷下ろしの人手が足らず、時間を

要したことから、支援要員の確保が必要である。

［ 災害ボランティアセンターの運営 ］

［ 災害廃棄物・土砂の運搬等 ］

Operation_OneNagano チラシ

［ 災害ボランティアセンター及びサテライトの設置にあたって ］
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　災害現場、北部災害ボランティアセンター及びサテライトへの仮設ト

イレの設置について、生活環境課では要望に応じて、早期の設置をして

いただいた。また、週末の駐車場への仮設トイレの設置に関しても継続

して対応していただいた。

◉ 課題

　当初はテント型の簡易トイレであったため、講習をしても使用方法が

わからない場合が多く、ボランティアからの評判はよくなかった。

　在宅避難者への情報が届きにくい中で、広報広聴課から「市からのお知らせ（プレスリリース）」をその都度、提

供いただき、ボランティアの支援時に配布等を行った。また、危機管理防災課から被災者支援制度全般をまとめた

リーフレットの提供を受け、被災地域への配布も行った。

◉ 課題

　被災者の皆さんが、その時必要としている情報をタイムリーに届けることができたのかどうかは不明。また、災

害ボランティアセンターを情報伝達の場として活用できるよう、連携方法を検討する必要がある。

　活動当初は、土砂等の運び出しのために土のう袋が大量に必要になり、本会の備蓄がなくなったことから、災害

対策本部に提供を依頼した。また、介護保険課からは、必要な物資の問い合わせ等もいただき、飲料水や作業服な

ど、支援物資を提供していただいた。

◉ 課題

　物資の受け取りや運搬方法に統一のルールがなく、その都度調整する必要があった。資材倉庫からセンターまで、

配送の仕組みを確立することで利便性が向上すると思われる。

［ 仮設トイレの設置 ］

［ 被災者への情報伝達 ］

［ 資機材・支援物資の提供 ］

仮設トイレ（りんごサテライト）

北部災害ボランティアセンター受付 貸出資機材 津野サテライト　資機材
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

活動風景

赤沼（ブラッシング） 津野サテライト　軽トラボラ

津野サテライト　ボランティアへの炊き出し

赤沼サテライト　資機材

豊野サテライト

青垣運動場災害廃棄物仮置き場

松代地区住民と連携した活動風景

長沼地区活動風景
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感謝の横断幕

応援メッセージ
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

ご支援いただいた皆様から

積極的なボランティア募集と
徹底した寄り添い支援が
住民のエンパワメントへ

　令和元年東日本台風災害は、県下各地で河川の氾濫
や土砂災害などが発生し、大きな爪跡を残しました。
しかし、８万人を超えるボランティアと400以上の市
民活動・NPO 団体に支えられた「ONE NAGANO」の
取組は、被災地の緊急期の復旧のみならず、被災した
地域の住民のエンパワメントとなり、その後の復興に
向けた足がかりとなりました。
　私が担当した長野市北部災害ボランティアセンター
が管轄した被災エリアは、発災後、千曲川の堤防決壊
による甚大な被害、圧倒的な泥の量、地域を埋め尽く
す災害廃棄物の光景が広がっていました。住民の皆さ
んは、復旧が進まない不安や焦り、苛立ちを抱えてい
ましたが、市社協職員の皆さんが、ボランティアニー
ズの聞き取りを通じてそういった声を丁寧に受け止め
ることで、住民との関係性の構築の第一歩となりまし
た。また、区の役員の方とも早い段階で協議の場を設
定されたことで、被災した地域にサテライトの拠点を
速やかに確保でき、その後のたくさんのボランティア
の受け入れや、住民との協働によるボランティア活動
の展開へとつながっていきました。
　11月2日からの3連休は、長野市だけでボランティ
ア数は8,200人を超えます。たくさんのボランティア
により、それまで地域を埋め尽くしていた大量の災害
廃棄物や泥の山が目に見えて無くなり、地域の景色が
変わると「ボランティアありがとう」という温かな雰
囲気に地域は変わっていきした。このことは、市社協

が混乱を恐れずに積極的なボランティア募集を行い、
たくさんのボランティアを受け入れるための駐車場や
大型バス、マイクロバスの確保に奔走され、さらにそ
れらの運営を継続して行われたことが土台となり実現
できたことです。
　一方、これだけ大規模なボランティアセンターを運
営するには、たくさんのスタッフの確保が必要となり
ます。そこで、県内市町村社協から継続的に応援協定
に加えて緊急募集等の派遣や、県外からも関東ブロッ
クや北陸ブロックの派遣が加わり、社協職員の応援ス
タッフ数は延べ3,000人を超えます。スタッフのマン
パワーはこうして確保できましたが、メンバーが日替
わりで入れ替わるため、現地に張り付いた市社協のコ
アなメンバーの皆さんが、「住み続けられる地域」「コ
ミュニティの再生」を大きな目標にし、そのためのボ
ランティア活動であることを説明し続け、さらに「お
もてなしセンター」としてたくさんの支援団体と協働
して雰囲気よく運営が行われたことで、継続的にたく
さんのボランティアが参加し続ける災害ボランティア
センターとなった要因の一つであると感じています。
さらに、市社協が地域にて住民に寄り添いを続けたこ
とで、地域やキーパーソンとの強いつながりが確立さ
れ、その後の地域再興に向けた住民主体の取組につな
がってきたと思います。

長野県社会福祉協議会

山﨑 博之
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ご支援いただいた皆様から

被災者よりそい支援への試み
〜長野市災害VCへの謝辞〜

　過去の豪雨・土砂災害被災地において、甚大な被害
をうけた被災地域いっぱいに活動するボランティアた
ちの姿が、被災者のみなさんの表情を変えていく場面
や、「何とか（助けてもらって復旧）したい」「私たちに
もできる事がある」という思いへとつながっていく場
面に立ち会わせて頂きました。令和元年東日本台風に
より、南北5地区が被災した長野市を訪れた時、「大
規模かつ協働による活動を展開し、被災者の支え合い
や後の相談支援へとつなぐ。地区データーを活かす目
標管理型の災害ＶＣ運営が望ましいのではないか」と
感じました。
　特に北部の被害は甚大であり、千曲川決壊現場に近
い長沼地区は、流出物などにより移動困難が生じてい
ました。南部に位置する松代地区・篠ノ井地区、北部
に位置する豊野地区・長沼地区・古里地区が被災して
おり、間にある長野駅からの移動は渋滞が予測され、
中心部にある市社協ふれあい福祉センターでの災害
VC 運営はデメリットが大きい状況でした。
　私たち支援Ｐ（※後述あり）・災害 VC 運営支援者は、
長野市社会福祉協議会、長野県社会福祉協議会との協
議を重ね、「1ケ月半で5万人以上のボランティアが活
動できる災害 VC、地域サテライトを活かす災害 VC」
を実現するため、さまざまな協働のパートナーとの調
整を続けていきました。
　その後、長野市災害ＶＣは先進的な協働の取り組み
をいくつも生み出しました。長野県内から参加したス

タッフ、ボランティア、資源提供者の割合が高かった
こと、その前向きな思いに感銘を受けました。現場を
支えた多くの県内外そして市社協職員のみなさま、連
日遅くまで会議に参加し相談・広報・マネジメント業
務を続けた相談支援・総務・管理職のみなさま、協働
し参画して下さった市内外各種団体のみなさま、お疲
れさまでした。被災者の声によりそう取り組みは、復
興期そして備えに向かう被災内外の地域において、地
域のつながりを大切にする住民主体の取り組みを生み
出しました。また、復興期に設置された「地域ささえ
あいセンター」による相談支援、共生社会づくりと一
体的に進む試みに活かされています。
　災害 VC を災害にも強い福祉コミュニティづくりへ
とつなぐ試みに敬意を表します。

※災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援 P）
は、企業・社会福祉協議会・NPO が協働するネットワー
ク組織として活動しています。2004年に発生した中越
地震の後、当時の検証活動を経て、災害 VC 運営支援と
して人材・物資・資金支援、IT 化支援などを行ってき
ました。令和元年東日本台風支援では、支援Ｐは長野県
の他5県の支援を行いました。長野県へは、長野市災害
ＶＣに対し、運営支援者（経験者）派遣を行いました。

災害ボランティア活動支援プロジェクト会議
（支援Ｐ）・NPO 法人さくらネット

石井 布紀子
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

ご支援いただいた皆様から

　私たちは、災害の復旧復興のサポートをしている団
体です。
　台風15号の被害を受けた千葉県や8月豪雨の佐賀県
にいましたが、台風19号を受けて10月13日の夜には
長野市入りしました。
　長野市の被害の特徴の一つは、りんご農家の被災。
2020年の秋、りんごが色づいています。被害を乗り
越えて収穫された鮮やかなりんごが倉庫に並ぶさま
は、一年前の泥だらけの町並みからは想像できなかっ
た光景です。
　この光景は、災害発生直後にたくさんの方が駆けつ
けた結果でもあります。
　もう一つの特徴は、複数の地域が同時に被災した
こと。災害ボランティアセンター（災害 VC）として、
過去最大級の人数が活動したのは素晴らしいことでし
た。しかし被災総数が多かったため、光の当たるとこ
ろとそうでないところがあるかもしれません。どんな
被災地でもあることですが、被災件数が多い分、その
ムラも大きいかもしれません。災害から1年、復興と
呼ぶにはまだ早い段階です。そうしたムラは今後の課
題だろうと感じます。
　この秋冬、りんごの出荷ができるのも、広域に発生
した被害への対応も、災害発生直後にたくさんの方が
駆けつけたからこそです。
　そして、長野市としてたくさんの人を受け入れられ
たのは、連携の枠組みができたからでしょう。

　これは、長野市の支援の特徴でもあると思っていま
す。早期からさまざまな関係者と連携し、災害 VC と
NPO のそれぞれの役割や活動のすみ分けをし、協力
する関係性ができました（実はこれがけっこう難しい
ことなのです）。
　その一環で、重機や大工関係の技術系支援チームを
現場の活動につなぐことができました。
　NPO だけでなく、市や県、中央省庁との連携で
ONE NAGANO が実現しました。こうした連携が、
災害廃棄物などの課題解決に必要不可欠だったことは
みなさまもご存知でしょう。
　災害 VC の動きがしっかりと前に進んだことで、農
業ボランティアセンターの設立にもつながりました。
　たくさんの支援者が集まった長野市ですが、だから
こそ地元の力を活かしきれていないという側面もある
かもしれません。コロナ禍で人の動きも制限される状
態で、この先の復興に向けた動きには、長野市内の力
が必要になるはずです。特に、この先の被災地のニー
ズはどんどん個別具体化し、ちょっとした支えが必要
な時期でもあります。
　いろいろなタイミングで活動の枠組みが見直され、
被災地や住民の方に必要な支援が届くようにと、これ
からも見守りたいと思っています。

受援力がつないだ
復旧への道とその光

災害 NGO 結

前原 土武
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被災地域の皆様から

被災地区から見た
ボランティアセンターの活動状況

　平成31年度は５月から元号が「令和」となり明るい話題でスタートしましたが、10月13

日台風19号による千曲川堤防決壊で状況が一変してしまいました。

　日曜日の早朝でもあり当地区では避難が遅れ自宅に取り残された方が多く、30人を超え

る方々が自衛隊のヘリコプターやボランティアのボートで救出されました。幸い人命に関わ

る被害はありませんでしたが約150世帯で床上・床下浸水の被害が発生しました。

　かつて経験した事のない災害を目の当たりにし、組織的な救援活動が難しかった中で県や

市の社会福祉協議会の皆様には17日公民館にボランティア拠点を開設し、水・タオル・土

のう袋等支援物資を提供頂くと共に、被災世帯を訪問し家族の状況及び要望の聞き取り調査

をして頂きました。

　ボランティアの受入れは18日より始まり、初日は55人の皆様に被災世帯の掃除・濡れた

タタミや家具等の搬出・側溝からの土砂上げや、地区独自で設定した道路脇の災害ごみ仮置

き場から豊野の集積所まで車を持込んで運んで頂きました。集積所までは道路の渋滞で１日

1 ～ 2回程しか運ぶ事ができず多くの車が必要になり大変助かりました。地区外からのボラ

ンティアは６日間で延べ500人を超える皆様にご参加を頂き、１日300人を超える日もあ

りました。区の対策本部では組織的な救援活動が難しかった中、てきぱきと対応して頂いた

県と市の社会福祉協議会の皆様に感謝申し上げると共に、社協の担当者がこの下駒沢に縁の

ある方で親身になって対応してくださっ

たことに深く御礼申し上げます。

　最後に、懸命に救助をして頂いた自衛

隊や消防署の方々、復旧作業にご協力頂

いた多くのボランティアの皆様に心より

感謝申し上げます。予想だにしなかった

「まさか」が起こった令和元年度でしたが

これらの経験を記録に残し今後に活かし

ていきたいと思います。 ボランティアの皆さん

下駒沢区長

小林 信重
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被災地域の皆様から

長沼地区災害ボランティアセンターが果たした
大きな役割

　令和元年東日本台風災害で甚大な被害を受けた長沼地区では、10月18日（金）に災害ボ

ランティア支部（各サテライト）が開設されました。当時私が副区長をしていた赤沼区では、

初日の派遣人数が21人であったため、私は赤沼北サテライト（赤沼北町集会所）に１１人、

赤沼南サテライト（赤沼区公会堂）に１０人を振り分けました。事前に地区住民にボランティ

ア受け入れ希望調査を取ってみると、多くの家で、それぞれ少なくとも数人は欲しいとの申

し出がありましたが、とても希望には沿えず、仕方なく、一軒当たり一人ずつ割り振り、当

然それぞれのサテライトでは、初日は１０軒ほどしか対応できませんでした。

　ボランティアの組織だった活動として特に大きく動いたのは、市民・ボランティア・行政・

自衛隊が一体となって活動した「One Nagano」でした。昼間は、市民・ボランティア・行

政職員の力を結集し、長沼地区や豊野地区などに点在する災害廃棄物（災害ごみ）臨時集積

所から、赤沼公園集積所と大町交差点付近集積所まで移動させ、夜間は、自衛隊がそこから

地区外に排出しました。

　災害ボラセンの仕事が終わると、ほぼ毎日市社協責任者の方から日報をいただき、情報交

換もしました。私は特にボランティア担当ではありませんでしたが、今振り返ってみますと、

その当時の情報交換や信頼関係が、それ以降の復旧・復興にとっては大事な意味を持ってい

ます。日報「活動状況報告」を見ますと、新規ニーズ受付件数、ボランティア受付人数、活

動総件数、ニーズ終了総件数、継続ニーズ総件数等の数値が日々変わり、災害復旧に向けて、

多くの人が関わってくれていたこと、その要は市社協と県社協を中心にしたボランティアス

タッフの方々であることが分かります。ただただ感謝しかありません。

長野市災害ボランティアセンター活動報告書

長沼地区住民自治協議会会長

西澤 清文
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被災地域の皆様から

長野市災害ボランティアセンター活動の
体験から

　台風19号災害発生の12日夜、避難指示が出された直後から、急遽臨時避難所となった篠ノ

井交流センターに近隣住民が避難し、およそ700名が一夜を明かすことになった。

　市や住自協関係者は夜半から現地調査に奔走し、事が重大であることを認識、緊急に情報

交換と対応策を模索した。まずは災害ボランティアセンターの開設である。市全体とすれば北

部の被害が深刻であったが、ボランティアを輸送・配置するのは、駐車場の確保できる南部に

拠点を設け、大型バス等で輸送する方が効率的と判断した。

　南長野運動公園ゲートボール場にボラセンが設置されたのが10月15日火曜日であった。同

日からは篠ノ井交流センター内にボランティアサテライトが設置され、災害支援ニーズの受付・

分析が始まった。私は社協の要請があって、10月18日早朝から南部ボラセンの駐車場誘導・

受付案内の任に当たることになった。結局、述べ10日間活動を行った。

　ボランティアの参加者は日増しに増加し、週末には全国から千名を越える人たちが、長靴・ジャ

ンパー、ゴム手袋にスコップ・除雪板等を持ち、南長野運動公園に集まった。災害廃棄物運搬

の軽トラ持参者も最大時150台を越え、中には中型トラックにバックホーと運搬車を積んで乗

り込んだ会社グループもあった。

　また、富山県・静岡県からは大型バスでの参加、駐車場には熊本・岡山・神戸・大阪・和歌山・

福島・仙台等、近隣県を含め全国各地の自家用車が並んだ。この時点、すべて自費負担での

参加である。土日には受付まで長い行列ができたが、効率よく活動場所が特定できずに双方に

イライラ感が発生したのも頷ける。

　また、大型バスを複数台チャーターしてあったが、前記のように混雑し、出発時刻が大きく

遅れて実際の作業時間が少なくなったことや、受付に時間がかかり傷害保険の手続きだけ行っ

て作業に参加できなかった人もいた。作業後のバス車内が大変汚れたことは想定外のことで

あった。社協の担当者も実体験の少ないことなので、最初は対症療法的な手法で対応していた

が、１週間後辺りから計画的な運営ができるようになった。その間２回雨天のため活動中止が

あったことがスタッフの余力につながったと思う。

　社協関係者や住自協役員の皆様のご努力に敬意を表すると共に、被災された皆様の生活が

1日も早く元の生活に戻れるようお祈り致します。

篠ノ井中央地域委員長

小山田　孝
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被災地域の皆様から

災害ボランティアセンター活動について

　今回の台風第19号災害は、近年まれに見る甚大な災害で、地元の対策としては状況把握

と確認、避難所・避難場所の対応で、被災者住宅の片付け復旧等には頭が回りませんでし

た。そんな中、早速ボランティアセンターのスタッフがお見えになり、「ボランティア活動」

の申し出がありました。住自協会長、副会長（区長会長）は、地元が被災しその対応に奔走

しており、事務局の私と支所長でお話をお聞きし、是非ともボランティア受け入れを承諾し、

スピード感をもってお願いしたい旨をお伝えしました。すると、その翌日からこの住民自治

協議会事務局のなかに、ボランティアを受け付けるサテライトが出来ました。その速さ・ス

ピード感には感心させられました。さっそく各地からボランティアの皆さんが続々集まって

きました。今までボランティアそのものをあまり知らなかった私にとって、活動が終わり泥

にまみれた姿を見ると、本当に頭が下がる思いでした。またボランティアセンターのスタッ

フもテキパキと仕事をこなし、毎日夜遅くまで打ち合わせ会議を開き対応に追われていまし

た。無報酬・手弁当で人のために奉仕する。現在は、どこの地域でも各種役員のなり手不足

で、人と人との繫がりが薄れて来ている中で、他人のために献身的に仕事を手伝う「ボラン

ティア精神」は今の、この世の中も捨てたものではないな。どこからこんなエネルギーが生

まれるのか考えながらだだ見ていました。きっと被災者にとっては、神様のように思えたこ

とでしょう。

　松代地区の場合、内水被害であり、低地の住宅が床下あるいは床上浸水に見舞われました。

その為か、水が引けるとすぐに片付け作業を始める住民が多く、ボランティアの皆様のお手

伝いも早め早めの活動になったと考えられましたが、受付スタッフの皆様には、親身になっ

て被災者のニーズに答えられるべく一生懸命取り組んでいただき、当松代地区は他の被災地

とくらべても、短期間でおおむねの片付けが終了したように思われます。また、区長会はじめ、

警察学校関係者、あるいは学生の皆さんによるボランティアにより、ゴミの分別が行われ県

の関係者の視察の際は、整然とおかれているゴミを見て、お褒めの言葉をいただきました。

　今回の災害で、ボランティアの実際の姿を目の当たりにして、その精神に感動し、自分も

何か役に立てることがあればな、と感じた次第です。

　

松代地区住民自治協議会事務局長

竹内 幸雄
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被災地域の皆様から

台風19号災害
豊野地区ボランティア活動を見て、経験して

　災害直後の豊野被災地では住宅地の道を災害ゴミが塞ぎ、一箇所に誰かが捨てれば皆が捨

てていくといった状況でした。「道端に出しておけば行政が回収する」「支所の横の駐車場が

集積所」といった不確定な情報が拡散され、やっと災害ゴミの集積所が指定された頃の１８

日に、被災した老人福祉センター駐車場の一角に豊野サテライトが開設されました。私も住

民自治協議会事務局としてお手伝いさせて頂くことになり、他にも名古屋からのＮＰＯ法人

の方、賛育会の方が入り約8 ～ 10名ほどのスタッフで運営が始まりました。

　被災した机やホワイトボートなど使えるものは使い、住宅地図も何とか確保された一冊を

使いまわし、電気もないのでコピー１枚もすぐできない状況でしたが、住自協や周辺施設と

も協力し合い、ひとつひとつ問題点をクリアしていきました。

　サテライト開設にあたり、まずは区長や組長に組ごとのニーズ収集をお願いしましたが伝

達がうまくいかず、なかなかサテライト開設の情報が地域に伝わらない状況でした。さらに、

大型バスで来るボランティア、そして団体で来てくれる学校など、多数のボランティアの活

動場所を見つけることが大変でしたが、徐々に受け入れ先や団体で作業ができる先などの情

報を地域と連絡し合いながら、復旧活動が進むようになっていきました。送り出しの説明で

はボランティア活動に慣れている人からは苛立ちも見え、「そんな説明はいいから早く行か

せろ！」そんな声もある中、落ち着いて説明する社協の方々の姿が印象的でした。私や社協

Ｃｏの地元を知っている者で道案内や軽トラボラへの指示など、運営側の役割もうまく分担

され、区長さんとの直接連絡も行いながら、別のゴミの集積所やどこに何人ボランティアが

必要か、こういったニーズがあるが対応できるか、など情報連携ができてきたことにより、

スムーズな体制が整えられていきました。ニーズも少なくなってきてからはボランティアも

固定化され、より細かく対応ができるようになってきました。社協の方にはサテライト運営

だけでなく、地元で行う物資提供にもアドバイスを頂き、「まちの縁側ぬくぬく亭」の開設

にもご尽力いただきました。住自協では対応できない災害復旧ボランティアの対応や災害時

の問題解決に、地元と連携して行っていただけたことにとても感謝しています。

豊野地区住民自治協議会　地域福祉ワーカー

後藤 つか沙
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

団 体 名
1 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議
2 NPO 法人全国災害ボランティア支援ネットワーク
3 DRT-JAPAN
4 NPO 神奈川県災害ボランティアネットワーク
5 RQ 小泉ボランティアセンター
6 一般財団法人ダイバーシティ研究所
7 一般社団法人 OPENJAPAN
8 一般社団法人情報支援レスキュー隊
9 一般社団法人千葉県社会福祉士会
10 一般社団法人長野県作業療法士会
11 学校法人長野日本大学学園
12 株式会社竹村製作所
13 感環自然村
14 公益財団法人味の素ファンデーション
15 公益財団法人東京 YMCA
16 公益財団法人長野県長寿社会開発センター
17 公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構 人と防災未来センター
18 公益社団法人シャンティ国際ボランティア会
19 公益社団法人青年海外協力協会（JOCA）
20 災害 NGO 結
21 災害 NGO ラブ＆アース
22 災害 NPO 旅商人
23 災害エキスパートファーム（DEF）
24 支援の「わ」
25 市民協働サポートセンターまんまる
26 社会福祉法人賛育会
27 社会福祉法人ジェイエー長野会（りんごの郷）
28 社会福祉法人中央共同募金会
29 社会福祉法人三好やまなみ会
30 宗教法人真如苑信越本部
31 真如苑救援ボランティア SeRV
32 生活協同組合コープえひめ
33 生活協同組合コープながの

支援団体・グループ一覧

団 体 名
34 天理教災害救援ひのきしん隊　長野教区隊
35 特定非営利活動法人 Localcommunity
36 特定非営利活動法人アイキャン（ICAN）
37 特定非営利活動法人岡山 NPO センター
38 特定非営利活動法人災害人道医療支援会
39 特定非営利活動法人静岡ボランティア協会
40 特定非営利活動法人チームレスキュー
41 特定非営利活動法人つどい
42 特定非営利活動法人長野県 NPO センター
43 特定非営利活動法人日本ホスピス・在宅ケア研究会
44 特定非営利活動法人みえ防災市民会議
45 特定非営利活動法人未来地域研究所
46 トヨタ自動車株式会社
47 長野県災害時支援ネットワーク
48 長野県生活協同組合連合会
49 長野市災害ボランティア委員会
50 長野信用金庫
51 長野大学
52 名古屋みどり災害ボランティアネットワーク
53 日本災害看護学会
54 日本財団
55 日本生活協同組合連合会
56 認定特定非営利活動法人 GoodNeighborsJapan
57 認定特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム
58 認定特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会
59 認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード
60 富士市　　※トイレトレーラー貸与
61 富士通株式会社（長野工場）
62 ホクト株式会社
63 リフトバス運行ボランティア連絡協議会
64 連合長野
65 ローカリズムラボ
66 エフビー介護サービス株式会社あったかホーム柳原

［ 災害ボランティアセンターの運営を支援していただいた主な団体の皆様（順不同） ］

　災害ボランティアセンターの運営について、ご支援いただきました皆様、ありがとうございました。お名前を掲載しまし

たほかにも、全国各地から多くの団体の皆様、市内のボランティアグループ、住民自治協議会の皆様方のご支援をいただき

ました。紙面の都合ですべての皆様のお名前を掲載できないことをご容赦ください。
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団 体 名
1 全国社会福祉協議会
2 徳島県社会福祉協議会
3 京都市社会福祉協議会
4 神戸市社会福祉協議会
5 川崎市社会福祉協議会
6 阿蘇市社会福祉協議会
7 石巻市社会福祉協議会
8 市川市社会福祉協議会
9 東広島市社会福祉協議会
10 三原市社会福祉協議会
11 小松島市社会福祉協議会
12 藍住町社会福祉協議会
13 大津町社会福祉協議会
14 東みよし町社会福祉協議会

（北陸ブロック）
1 富山県社会福祉協議会
2 石川県社会福祉協議会
3 福井県社会福祉協議会
4 富山市社会福祉協議会
5 高岡市社会福祉協議会
6 滑川市社会福祉協議会
7 南砺市社会福祉協議会
8 氷見市社会福祉協議会
9 入善町社会福祉協議会
10 金沢市社会福祉協議会
11 加賀市社会福祉協議会
12 かほく市社会福祉協議会
13 白山市社会福祉協議会
14 輪島市社会福祉協議会
15 福井市社会福祉協議会
16 勝山市社会福祉協議会
17 おおい町社会福祉協議会
18 若狭町社会福祉協議会

（関東ブロック B)
1 神奈川県社会福祉協議会
2 新潟県社会福祉協議会
3 山梨県社会福祉協議会
4 静岡県社会福祉協議会
5 横浜市社会福祉協議会
6 新潟市社会福祉協議会
7 静岡市社会福祉協議会
8 浜松市社会福祉協議会
9 厚木市社会福祉協議会
10 伊豆市社会福祉協議会
11 鎌倉市社会福祉協議会
12 藤沢市社会福祉協議会
13 箱根町社会福祉協議会
14 阿賀野市社会福祉協議会

団 体 名
15 魚沼市社会福祉協議会
16 新発田市社会福祉協議会
17 燕市社会福祉協議会
18 長岡市社会福祉協議会
19 見附市社会福祉協議会
20 甲府市社会福祉協議会
21 上野原市社会福祉協議会
22 甲州市社会福祉協議会
23 都留市社会福祉協議会
24 韮崎市社会福祉協議会
25 笛吹市社会福祉協議会
26 北杜市社会福祉協議会
27 南アルプス市社会福祉協議会
28 富士川町社会福祉協議会
29 道志村社会福祉協議会
30 鳴沢村社会福祉協議会
31 御前崎市社会福祉協議会
32 湖西市社会福祉協議会
33 沼津市社会福祉協議会
34 袋井市社会福祉協議会
35 富士市社会福祉協議会
36 藤枝市社会福祉協議会
37 焼津市社会福祉協議会

（県内応援社会福祉協議会）
1 長野県社会福祉協議会
2 小諸市社会福祉協議会
3 佐久市社会福祉協議会
4 小海町社会福祉協議会
5 佐久穂町社会福祉協議会
6 川上村社会福祉協議会
7 南牧村社会福祉協議会
8 軽井沢町社会福祉協議会
9 御代田町社会福祉協議会
10 立科町社会福祉協議会
11 上田市社会福祉協議会
12 東御市社会福祉協議会
13 岡谷市社会福祉協議会
14 諏訪市社会福祉協議会
15 茅野市社会福祉協議会
16 下諏訪町社会福祉協議会
17 富士見町社会福祉協議会
18 原村社会福祉協議会
19 伊那市社会福祉協議会
20 駒ヶ根市社会福祉協議会
21 辰野町社会福祉協議会
22 箕輪町社会福祉協議会
23 飯島町社会福祉協議会
24 南箕輪村社会福祉協議会

団 体 名
25 中川村社会福祉協議会
26 宮田村社会福祉協議会
27 飯田市社会福祉協議会
28 松川町社会福祉協議会
29 高森町社会福祉協議会
30 阿南町社会福祉協議会
31 阿智村社会福祉協議会
32 平谷村社会福祉協議会
33 根羽村社会福祉協議会
34 下條村社会福祉協議会
35 売木村社会福祉協議会
36 天龍村社会福祉協議会
37 泰阜村社会福祉協議会
38 喬木村社会福祉協議会
39 豊丘村社会福祉協議会
40 大鹿村社会福祉協議会
41 上松町社会福祉協議会
42 南木曽町社会福祉協議会
43 木曽町社会福祉協議会
44 木祖村社会福祉協議会
45 王滝村社会福祉協議会
46 大桑村社会福祉協議会
47 松本市社会福祉協議会
48 塩尻市社会福祉協議会
49 安曇野市社会福祉協議会
50 麻績村社会福祉協議会
51 生坂村社会福祉協議会
52 山形村社会福祉協議会
53 朝日村社会福祉協議会
54 筑北村社会福祉協議会
55 大町市社会福祉協議会
56 池田町社会福祉協議会
57 松川村社会福祉協議会
58 白馬村社会福祉協議会
59 小谷村社会福祉協議会
60 須坂市社会福祉協議会
61 千曲市社会福祉協議会
62 坂城町社会福祉協議会
63 高山村社会福祉協議会
64 信濃町社会福祉協議会
65 飯綱町社会福祉協議会
66 小川村社会福祉協議会
67 中野市社会福祉協議会
68 飯山市社会福祉協議会
69 山ノ内町社会福祉協議会
70 木島平村社会福祉協議会
71 栄村社会福祉協議会

［ 災害ボランティアセンターの運営を支援していただいた社会福祉協議会の皆様（順不同）  ］

　全国各地の社会福祉協議会の皆様から、多大なるご支援を賜り、感謝申し上げます。特に、北陸ブロック、関東ブロッ

ク B 及び長野県社会福祉協議会をはじめ県内社会福祉協議会の応援職員の皆様には発災直後から長期にわたり、ご支援、

ご協力を賜り、誠にありがとうございました。
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

グループ・団体名
1 （一社）aichikara
2 （一社）Future Creation 長野
3 （一社）ＭＯＡインターナショナル
4 （一社）REVIVE JAPAN
5 （一社）クリエイト兵庫
6 （一社）クルディスタンレッドムーン
7 （一社）真成
8 （一社）全国哥麿会
9 （一社）多文化共生センターながの
10（一社）枚方青年会議所
11（株） 豊田自動織機（職制会）
12（株）ＩＨＩアグリテック
13（株）JTB 長野支店
14（株）NPK
15（株）TOSYS
16（株）アイリンク
17（株）アサヒエージェンシー
18（株）アスピア
19（株）アリーナ
20（株）アルプスピアホーム
21（株）キトー
22（株）クボタ
23（株）システックス
24（株）ナカザワアルミ
25（株）マルイチ産商
26（株）みずほフィナンシャルグループ
27（株）ミヤテック
28（株）ユキ
29（株）関電工　
30（株）岩佐土建
31（株）三公商事　アサヒグループ
32（株）鹿熊組
33（株）守谷商会
34（株）守谷商会 山雅後援会北信支部
35（株）守谷商会 長野建築本店長杯
36（株）長野銀行
37（株）八十二銀行
38（株）八十二銀行直江津支店
39（株）八十二銀行南長池支店
40（株）本久
41（株）本多園芸
42（社福）上越市社会福祉協議会
43（社福）ライフケア高砂
44（社福）阿南町社会福祉協議会
45（社福）愛知県社会福祉協議会
46（社福）安城市社会福祉協議会
47（社福）安中市社会福祉協議会
48（社福）安曇野市社会福祉協議会
49（社福）伊那市社会福祉協議会
50（社福）稲沢市社会福祉協議会
51（社福）横浜市港南区社会福祉協議会
52（社福）岡崎市社会福祉協議会
53（社福）岡山市社会福祉協議会
54（社福）岡谷市社会福祉協議会
55（社福）下諏訪町社会福祉協議会
56（社福）下條村社会福祉協議会
57（社福）茅野市社会福祉協議会
58（社福）関市社会福祉協議会
59（社福）関市社会福祉協議会富野支部
60（社福）岐阜県社会福祉協議会
61（社福）菊川市社会福祉協議会
62（社福）魚津市社会福祉協議会
63（社福）喬木村社会福祉協議会
64（社福）桑名市社会福祉協議会
65（社福）郡上市社会福祉協議会
66（社福）原村社会福祉協議会

グループ・団体名
67（社福）高森町社会福祉協議会
68（社福）高石市社会福祉協議会
69（社福）佐久市社会福祉協議会
70（社福）坂祝町社会福祉協議会
71（社福）坂城町社会福祉協議会
72（社福）三条市社会福祉協議会
73（社福）山形村社会福祉協議会
74（社福）山県市社会福祉協議会
75（社福）山梨県社会福祉協議会
76（社福）糸魚川市社会福祉協議会
77（社福）十日町市社会福祉協議会
78（社福）小諸市社会福祉協議会
79（社福）小谷村社会福祉協議会
80（社福）昭和町社会福祉協議会
81（社福）松川村社会福祉協議会
82（社福）松川町社会福祉協議会
83（社福）松本市社会福祉協議会
84（社福）上松町社会福祉協議会
85（社福）上田市社会福祉協議会
86（社福）常滑市社会福祉協議会
87（社福）新潟県社会福祉協議会
88（社福）新潟市社会福祉協議会
89（社福）新発田市社会福祉協議会
90（社福）神河町社会福祉協議会
91（社福）神戸市社会福祉協議会
92（社福）諏訪市社会福祉協議会
93（社福）生坂村社会福祉協議会
94（社福）大桑村社会福祉協議会
95（社福）大口町社会福祉協議会
96（社福）大阪府社会福祉協議会
97（社福）大町市社会福祉協議会
98（社福）知多市社会福祉協議会
99（社福）池田町社会福祉協議会
100（社福）中央市社会福祉協議会
101（社福）中津川市社会福祉協議会
102（社福）鳥取県社会福祉協議会鳥取県災害ボランティア隊
103（社福）津島市社会福祉協議会
104（社福）島根県社会福祉協議会
105（社福）東浦町社会福祉協議会
106（社福）東御市社会福祉協議会
107（社福）湯沢町社会福祉協議会
108（社福）南アルプス市社会福祉協議会
109（社福）南魚沼市社会福祉協議会
110（社福）南牧村社会福祉協議会
111（社福）南木曽町社会福祉協議会
112（社福）韮崎市社会福祉協議会
113（社福）白川町社会福祉協議会
114（社福）白馬村社会福祉協議会
115（社福）飯田市社会福祉協議会
116（社福）氷見市社会福祉協議会
117（社福）富士見町社会福祉協議会
118（社福）兵庫県社会福祉協議会 ひょうごボランタリープラザ
119（社福）宝塚市社会福祉協議会
120（社福）豊丘村社会福祉協議会
121（社福）豊田市社会福祉協議会
122（社福）北杜市社会福祉協議会
123（社福）箕輪町社会福祉協議会
124（社福）妙高市社会福祉協議会
125（社福）木曽町社会福祉協議会
126（社福）木祖村社会福祉協議会
127（社福）和歌山県社会福祉協議会
128（宗）生長の家
129（宗）生長の家石川県教化部
130（一社）災害復興支援協議会ダッシュ隊大阪
131（株）ポーラ
132（株）北條組

グループ・団体名
133（社福）広島県社会福祉協議会
134（宗）生長の家富士河口湖練成道場
135（有）まるや石油
136（有）洞田建設
137 117KOBE ぼうさい委員会
138 AJMA
139 ＦＦＮ
140 GAUS ボランティアクラブ
141 LC 化成（株）
142 NPO チームレスキュー
143 NPO 法人　KI プロジェクト
144 NPO 法人　海津市防災士会
145 NPO 法人 LBP
146 NPO 法人御前崎災害支援ネットワーク
147 NPO 法人自然体験共学センター
148 NPO 法人石川県防災士会
149 NPO 法人有明支縁会
150 SeRV 長野
151 T-DAT( 東播工業高校災害支援チーム )
152 TDK 硬式野球部
153 Thunder Birds
154 TMC 富山ムスリムセンター
155 WGJ 石川
156 YSP 南長野連合会
157 アイシングループ
158 愛知県立名南工業高等学校野球部
159 あま市美和かしのき会
160 アルピコグループ
161 あわら旅倶楽部
162 石川県立野々市明倫高等学校男子ソフトボール部
163 いのち輝き隊2019
164 エフビー介護サービス（株）
165 エルズケアボランティアグループ
166 こぐまの森保育園　箕面園
167 コバヨガ
168 コマツユニオン北陸支部
169 コマニー（株）
170 サンケン工業（株）
171 サントリーホールディングス（株）
172 しかま３部
173 ジブラルタ生命保険（株）
174 セイコーエプソン
175 セイコーエプソン労働組合
176 チームながでん
177 チームながでん＋長野電鉄（株）
178 チームバモス
179 チーム御子柴
180 チーム中越
181 トヨタ自動車（株）
182 トヨタ自動車（株）ボランティアセンター
183 トヨタ自動車（株）社会貢献推進部ボランティア
184 トヨタ自動車硬式野球部
185 トライアン（株）
186 長野県警察学校
187 長野県農業大学校
188 長野県立伊那北高等学校
189 長野県立伊那弥生ヶ丘高等学校野球部
190 長野県立篠ノ井高等学校生徒会
191 長野県立篠ノ井高等学校野球部
192 長野県立上田染谷丘高等学校
193 長野県立上田東高等学校野球班
194 長野県立須坂高等学校ソフトテニス部
195 長野県立赤穂高等学校
196 長野県立中野立志館高等学校サッカー部
197 長野県立長野商業高等学校野球部
198 長野県立長野東高等学校

［ 団体ボランティアとして登録、活動いただいた皆様（順不同）  ］

団体ボランティアとして８人以上のグループで登録し、活動いただきました皆様、誠にありがとうございました。
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グループ・団体名
199 長野県立長野東高等学校野球部
200 長野県立松代高等学校
201 新潟県立新潟工業高等学校
202 ニチアスセラテック（株）
203 ネクストリンクス（株）
204 ネッツトヨタ瀬戸内
205 ファースト秩父トラベル
206 福井県立武生商業高等学校
207 ふるさと奈川をおこす会
208 ホクシンハウス佐久展示場
209 ホテル国際21長野
210 ボランティア団体　ユーアイソシエーション
211 ホンダカーズ蒲郡
212 みえ災害ボランティア支援センター
213 みのわ手筒会
214 みんなの笑顔か見たいから
215 山梨県立甲府東高等学校
216 ユナイテッドワールドカレッジ ISAK ジャパン
217 横浜 YMCA
218 王滝村
219 黄柳野高等学校
220 岡崎市立葵中学校
221 岡山教区青年会
222 岡谷市
223 岡谷市今井区体育協会
224 加賀レンジャー会
225 河南ブロック社会福祉協議会連絡会
226 開示塾
227 茅野市議会有志の会
228 関西蛍雪山岳会
229 関東ブロック浄土宗青年会
230 亀山運輸
231 宮川 FC
232 京都産業大学ボランティアセンター
233 京都市災害ボランティアセンター
234 京都文教大学
235 桐生災害支援ボランティアセンター
236 金城大学
237 金沢大学ボランティアさぽーとステーション
238 駒ヶ根市町２区
239 駒ヶ根青年海外協力隊訓練所候補生
240 繋友会（けいゆうかい）
241 原村ボランティア連絡協議会
242 公益財団法人　山梨 YMCA
243 公益社団法人 OMOIYARI プロジェクト
244 公明党新潟県本部議員団
245 広島工業大学環境学部地球環境学科田中ゼミ
246 高木建設（株）
247 高野山真言宗長野支所
248 国民民主党
249 才教学園小学校・中学校　教職員
250 災害支援ボランティアネット ” 丹 ”
251 災害復興支援チーム　チームここやる
252 三井住友海上火災保険（株）
253 三友会
254 山雅後援会　北信支部
255 山楽会こっぽい
256 四日市東日本大震災支援の会
257 宍粟ボランティアＡＰ
258 芝上建設（株）
259 樹徳高等学校
260 春蘭の宿さかえや
261 松商学園高等学校硬式野球部
262 松商学園高等学校
263 松本国際高等学校
264 松本山雅 FC

グループ・団体名
265 松本市消防団
266 松本市消防団　梓川ブロック
267 松本市消防団　河西ブロック
268 松本市消防団　東山ブロック
269 松本市消防団　南部ブロック
270 松本市消防団　波田ブロック
271 松本消防協会
272 松本第一高等学校テニス部
273 松本第一高等学校
274 松代ＪＢＴ
275 上伊那ブロック社会福祉協議会
276 上越教育大学　ＡＢＪ
277 上田西高等学校生徒会
278 信金中央金庫
279 信州プロレス
280 信州大学工学部有志
281 信州林業（株）
282 心治分会　災害救援ひのきしん隊
283 新潟恩返し隊
284 新潟公務員法律専門学校
285 新光電気（株）
286 新光電気労働組合
287 新宗連近畿総支部
288 神戸学院大学
289 神戸市職員労働組合
290 仁科工業（株）
291 清水国際高等学校
292 清泉女学院大学・短期大学
293 西部ブロック
294 石川県
295 千葉大学
296 川中島建設（株）
297 曹洞宗長野県第二宗務所青年会
298 大阪府生活協同組合連合会
299 大阪府保育部会　調査研究委員会
300 大町市建設業組合
301 大日本法令印刷（株）
302 大和ハウス協力会　北信越地区青年部会
303 大和ハウス工業（株）松本支店
304 大和リース（株）
305 中央大学ボランティアセンター
306 中央大学長野県中信支部
307 中部電力（株）
308 中部電力（株）豆電球クラブ
309 朝日ヶ丘運輸（株）
310 朝日村消防団
311 長野高等専門学校環境都市工学科
312 長野運送（株）
313 長野県高等学校ボランティア研究会
314 長野県高等学校教職員組合
315 長野県青少年野球協議会北信協議会
316 長野県庁職員ボランティア
317 長野三菱自動車販売（株）
318 長野市私立保育協会
319 長野市商工会戸隠支部青年部
320 長野市職員労働組合
321 長野俊英高等学校3学年
322 長野俊英高等学校野球部
323 長野信用金庫
324 長野大学
325 長野電鉄（株）
326 長野都市ガス（株）
327 直江津ローターアクトクラブ
328 天理教災害救援ひのきしん隊岐阜教区隊
329 天理教災害救援ひのきしん隊長野教区隊
330 天理教上本町分教会

グループ・団体名
331 天理教多可支部
332 田原本町役場　ボランティア
333 田尻木材（株）
334 東京 YMCA
335 東京海上日動火災保険（株）
336 東京消防庁ボランティア部会
337 東京法令出版（株）
338 東筑摩郡内社会福祉協議会災害ボランティア
339 特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
340 奈良県防災士会
341 奈良市市民部地域づくり推進課
342 南信よさこい連
343 日本ボーイスカウト富山県連盟
344 日本無線（株）
345 日本災害救援ボランティアネットワーク
346 播州復興隊
347 半田市市役所ボランティア
348 飯田女子高等学校
349 飯田女子短期大学
350 非営利団体　ONiGiRi
351 浜松の企業が手をつなぐ災害支援
352 浜松開誠館中学校・高等学校
353 不易の会 ( ふえきのかい )
354 富山県
355 富山県防災士会
356 富山市職員労働組合現業職員協議会
357 富士通（株）長野支社
358 敷島住宅（株）
359 舞鶴災害ボランティアセンター
360 兵庫県みきジュニア防災クラブ
361 兵庫県立山の学校
362 兵庫県立山崎高等学校
363 兵庫県立飾磨工業高等学校
364 兵庫県立神戸甲北高等学校
365 兵庫県立西脇北高等学校
366 兵庫天台仏教青年会
367 米原市ボランティア連絡協議会
368 法音寺災害支援部会
369 豊田商工会
370 豊野浅野西組組長のマナベの親戚と仲間たち
371 北野建設（株）
372 北陽建設ボランティアクラブ
373 北陸コカ・コーラボトリング（株）
374 北陸コカ・コーラボトリング（株）松本
375 北陸学院高等学校女子テニス部
376 北陸学院大学
377 北陸信越レジリエンス実践委員会
378 北澤建材（株）
379 摩訶耶自警隊
380 枚方市職員ボランティアの会
381 末日聖徒イエス・キリスト教会長野
382 末日聖徒イエス・キリスト教会名古屋ステーク
383 名古屋市職員労働組合　現業評議会
384 名古屋東ステーク
385 明治産業労働組合
386 木曽郡内郵便局有志の会
387 野村證券（株）長野支店
388 龍谷大学石原ゼミ
389 連合長野
390 労金長野東支店青年女性委員会
391 和歌山大学
392 和楽居被災地応援隊

ほかにも多くのグループ、団体の皆様に活動いただきましたが、混乱の中団体名をお聞きしていなかったこともございます。

落ちがありますことご容赦ください。
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長野市災害ボランティアセンター活動報告書

　被災地区の住民自治協議会とは、発災直後に会長或いは事務局長と連絡を取り、被災者支援を行うことを伝えた。

役員自身が被災者であっても、センター運営に積極的な支援をいただいたことに感謝申し上げる。

　サテライトの設置、運営に当たって、場所の選定にご支援をいただいた地域もあった。

　ボランティア活動の状況については、逐次、情報共有を図り、センターからの連絡事項等は住民自治協議会を通

じての広報等も行ったが、ボランティアが支援できることの内容が、被災者にうまく伝わらないところもあった。

　長野市地域防災計画では、「長野市社会福祉協議会がボランティアの活動拠点となる災害ボランティアセンター

を設置する」としていたが、本会にとって、本災害が初めての災害ボランティアセンターの設置・運営であり、災

害支援の経験がある職員も少数で、広範囲の被害への対応に、不安と戸惑いを感じていた。

　そのような中、いち早く駆けつけていただいた長野県社会福祉協議会、支援プロジェクトメンバーからのアドバ

イスを受け、センター設置に向けた本格的な準備が始まった。

　しかし、拠点の確保、人員配置などに手間取り、活動受入までには時間を要することになり、早々に集まった多

くのボランティアの皆さんにはお待ちいただく状況となってしまった。

　他地域でも台風被害が発生していたにも拘らず、本市では予想をはるかに超える多くのボランティアの皆さんに

活動していただいたが、それを可能にしたセンター運営は、住民自治協議会をはじめ地域住民の皆さん、県社会福

祉協議会及び応援社会福祉協議会職員、各ボランティア団体の皆さん、県及び市等のご支援があってのものである。

　今回の災害ボランティアセンターの運営の課題と、今後の社会福祉協議会活動に向けて、方向性をまとめた。

［ １ 地域との連携 ］

災害ボランティアセンターの運営における
課題と今後に向けて

　全国から、多数の NPO、NGO、ボランティア団体が訪れ、センター運営及び被災者支援活動を支援していただ

いた。

　技術系ボラや重機ボラ等の調整は｢災害 NGO 結｣の皆さんに依頼し、一般ボラの募集、調整等はセンターが主

に行ったが、双方で住民にアプローチする中で情報を共有し、それぞれのボラができることの調整・連携を図った。

　センター及びサテライトでは活動終了後にミーティングを行い、情報共有と翌日以降の活動の確認を行っていた

が、発災後から開催されていた、長野県災害時支援ネットワークによるＮＰＯ、ＮＧＯ等の情報共有会議には、本

会として、当初からの出席ができなかったため、情報共有が不足することになった。また、市内のボランティア団

体に対しても、センター運営や被災者支援活動への協力について、一部の団体を除いて依頼できなかった。

　

　

　

［ 2  ＮＰＯ、ＮＧＯ、ボランティア団体との連携 ］

平時からの住民自治協議会との関係づくり

今後の活動の方向性

● 地域福祉の推進に当たって、住民自治協議会との連携をさらに深める。

● 福祉活動だけでなく、災害支援に関して社会福祉協議会が果す役割等を地域に周知する。

● 災害を契機に地域での関心が高まった「ささえあいマップ」の作成を支援する。
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　災害ボランティアセンターの設置に当たっては、開設についての本会の打診に市施設所管課から断られた経過も

あり、開設場所の決定に手間取り、活動開始には時間を要したが、設置場所となった市施設の所管課（スポーツ課、

家庭・地域学びの課）及び指定管理者の理解と柔軟な対応を受け、長期のセンター運営ができた。また、主管課で

ある福祉政策課には、活動後のミーティングへの出席や職員の派遣等、運営に関して支援を受けた。また、市災害

対策本部会議に関係機関として出席し、市全体の対応状況について情報共有をすることができた。

　今回の災害支援に当たっては、長野県の協力が大きく、長野県知事自ら、ボランティアへの参加の呼びかけをし

ていただいたほか、ボランティアへの支援などの検討・実施。民間駐車場の借用や職員の派遣等、センター運営に

多くの支援をいただいた。

［ ３ 長野市・長野県との連携 ］

　本災害での災害ボランティアセンターは、広範囲の被災地域への対応と、非常に多くのボランティアの来訪に対応

するため、市地域防災計画及び災害ボランティアセンター運営マニュアルで想定した形での運営ができなかった。

　特にボランティアの受付等を行うセンターを２カ所、マッチング等を行うサテライトを９カ所設置したことから、日々

情報共有を図ったものの、各センター等に判断が委ねられており、それぞれに対応や活動内容に差が出てしまった。

　マニュアルでは、本部においてニーズ受付及び調査、ボランティア受付からマッチング等を班編成により統一し

て行うようになっていたが、本部からの指示で対応できる規模ではなく、全体調整の難しさを痛感した。また、本

報告書の作成に当たり、活動件数等の集計を改めて行ったり、現場写真の収集を行うなど、運営時の記録に関する

整理が不足していた。

［ ４ 災害ボランティアセンターの運営について ］

災害時の連携を踏まえたボランティア団体等との関係づくり

今後の活動の方向性

● 災害支援活動には多くの団体が関わることを理解し、情報共有の場を活用する。

● 市ボランティアセンターを中心に、ボランティア団体との日頃からの連携に加え、災害時の連携の

　 在り方を検討する。

● 災害を契機に組織されたボランティア団体もあり、その活動を支援するとともに、連携を図る。

市災害対策本部との連携強化

今後の活動の方向性

● ボランティアセンターの開設場所については、駐車場も含め、市であらかじめ検討、決定する。

● センター運営に関しては、平常時から市と本会の役割を明確にし、経験を活かした訓練等を行う。

● 大規模災害時には県との連携の重要性を理解し、県社会福祉協議会を窓口としながら、県との連携も確

　 認していく。

円滑な災害ボランティアセンターの運営に向けて

今後の活動の方向性

● 本部及び総務班による全体調整を行うための体制の構築

● 写真等による活動記録の保存と、統計数字の管理を行う、記録担当の配置

● センター活動の基本事項の確認など、センター運営に係る職員研修の実施

● 災害ボランティアセンター運営マニュアルの見直し
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　災害が発生したその日、職員が被災状況の確認などの対応に追われていると、心ある皆様が遠方よ
り本会にお越しになり、災害現場にボランティアとして入りたい旨の申し出をいただきました。その
対応の早さに驚くとともに、体制が整わない中にあって困惑は隠せませんでした。さらに災害は、広
範囲にわたり、何処にボランティアの拠点を設置するのかの検討も、まだまだこれからという時のこ
とでした。
　混迷に混迷を重ねながらも、被災翌日から支援ニーズ調査を開始し、数日後には被災地域の皆様、
そして行政や県社会福祉協議会、ＮＰＯ等多くの皆様のご支援・ご協力をいただき、ボランティアセ
ンター南北拠点、そして10か所のサテライトが設置でき、被災地域の皆様の支援にあたることがで
きました。
　毎日毎日が手探り状態であり、その日のボランティア活動が終了すると、ボランティアの皆様全員
の帰着・輸送の完了を確認したところで、各サテライト・拠点でのミーテイングを実施し、その後本
会本部に戻り、深夜まで本部会議を繰り返す日々でありました。
　本部会議では、当日の活動報告や反省、翌日の作業内容や人員配置、ボランティアの輸送手段の確
保、そしてボランティア情報の発信などについて議論をしていました。シャトルバスが足りず、深夜
関係団体の役員に翌日のバスの手配を頼みこむなど、無理を押し通して来たことも事実です。
　被災者の皆様に思いを寄せ、現場担当の職員も事務局に残った職員も、通常業務をこなしながら、
そして自身が被災した職員もありましたが、連日連夜良く頑張ってくれました。好天に恵まれたこと
も幸いでしたが、雨の日は実施判断に戸惑いつつも、体制の立て直しに時間を充てることができまし
た。
　職員がここまで頑張ることができたのは、被災者の皆様の支援・復興を強く願ってのことでありま
すが、ひた向きなボランティアの皆様の真摯な態度に心をゆすられたことも事実です。
　長野県はもとより全国から駆け付けていただいた多くのボランティアの皆様に、そしてご指導ご支
援をいただいた地元住民自治協議会や行政、全ての社会福祉協議会、ＮＰＯ、ＮＧＯ、関係団体等々
の皆様に、心からの感謝とお礼を申し上げます。復興にはまだまだ時間を要するものと思いますが、
引き続きのご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　終わりになりましたが、改めてお亡くなりになられた皆様のご冥福と被災された皆様に心からお見
舞いを申し上げます。
　そして、我ら市社協すべての職員の皆さんに、心から “ありがとうございます！ ”と言わせていた
だきます。

　令和３年３月　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人長野市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常務理事　市川　専一郎

結びに
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